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高知県白滝鉱山付近の地質構造＊＊＊

秀 敬
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　　　　　　　　　　　　　　　　1前　　　書　　　　　　　　　　　　一
　　　　　の
　この地区は四国中央部結晶片岩地域の一部で，西南日本外帯の三波川結晶片岩帯に属す

る。この地区をふくめた四国中央部の層序と構造の大綱についてはすでに小島丈児博士（

1951）により報告されている。岩石については鈴木醇博士（1932）の研究がある。昭和24

年，大歩危を中心とした吉野川横谷における無点紋片岩地域の層序と構造の研究が小島丈

児博士等により急激に展開されはじめたころ，別子鉱山と大歩危地方とのほぼ申間に位す

る本地区について，構造f也質学・岩石学・鉱床学の総合的見地での調査に着手した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しらがやま　　　　さざれ
　この地区は隣接した別子鉱山地区・白髪山地区・佐々連鉱山地区とともに，’三波川結晶

片岩帯・とくに点紋片岩帯｝二ついての最も大規模な標式的研究地と考えられる。なぜな

＊　本論文は昭和25年4月6日の日本地質学会第57年年会での講演‘‘高知県土佐郡白滝鉱山附近の

　　地質構造”（秀敬），および昭和26年4月4日の同第58年年会での構演“再び高知県白滝鉱山附

　　近の地質構造に就いて”（秀敬・小島丈児）に，昭和27年4月6日の同第59年年会での講演‘‘白

　　滝・別子・愛媛鉱山地区の地質構造予察，，（秀敬・小島丈児・金尾直敬．e吉野言生・竹田英

　　夫）の中の表記に関ヲるものを加えた。　さらに昭和27年度のこの地区の調査費料を加えてま

　　とめたものである。

＊＊　広島大学理学部地学教室研究業績第35号

1）地理調査所発行20万分の1‘‘高知”，　5万分の1“日比原”，‘‘本山”，“新居浜”図幅・地

　　質調査所発行　7万5千分の1地質図幅‘‘新居演，内にある。高知県土佐郡大川村を中心と

　　し，同郡森村・同郡本川村・同県長岡郡吉野村および愛媛県宇摩郡富郷村・同郡別子山村に

　　わたる。別子鉱山地区の東南東側にあ．り・吉野川牢洗と支流の銅山川とにはさまれている。
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ら，（1）本地区は三波川帯の中で幅が最も広く（約30km），（2）後代の断層。裾曲・変成作

用・火成砦の貫入なざによる擾乱がはなはだ少ない。（3）また，後代の地層・火山岩類による

被覆がぽとんざない。（4＞無点紋帯から点紋帯にわたり，層序，構造の連続・変化をたざる

ことができる◇⑤三波jl滞最大の点紋結晶片岩・いわゆる角閃岩・撒概岩・蛇紋暑・キPt

スラーガ”型の鉱床群が存在する。（6）中高く谷深く・比高は1・000m前後に達し・裕曲軸

に斜・直交する谷もよく発達し，露出もかなりよいので，立体的地質構造をえがき出すに

は静都含であるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F・

　従つてこの地区は無点紋帯に対応する点紋帯の酵造・層序・超塩基性岩類の貫入条件・

変成史・鉱宋の成因なごについて好適の研究地域である。本稿においても，各項園につい

ての断片的な知識ではなく，これらの悶題の相互の関連に注意しながら地質構造を中心と

して報告したい。もちろん現在は調査の一段階であり，各種単種の大きさの構造相互の関

係・くわしい変成史の解析・petrofabric　analysis，南よびこれと構造との関係について

の検討，署石および造岩鉱物の化学的ならびに光学的研究なざは今後に待たねばならな

いo

　謝辞　この報告をするにあたり，現地および室内での研究指導や有益な検討と助言をし

ていただいた広島大学小島丈児藪授・木野崎吉郎教授ならびに吉野言生・竹田英夫・金尾

直敬の諸学士，吉野川流域に関する広島交理科大学の進論。卒論の資料やその後の研究か

ら助言と援助をしていただいた光野千春・故牧野光裕・立花卓・松本寛造の諸学士，また機

会ごとに有益な検討と御意見をしていただいた西南H本結晶片暑研究グル”プの諸学兄，

白滝鉱山堀田高正学士そのほか探査係の方々，別子鉱山森永茂課長をはじめ調査課の方

方，広島大学地学教室研究員なざの方々に厚く謝意を表する次第である。まだ調査上の諸

便宜をあたえられた臼本鉱業株式会社白滝鉱業所・住友金驕鉱由株式会社別子鉱業所・中

江林業株式会社・本山営林署・四国林業株式会社・住友共同電力株式会社・大川村役場お

よび同村大北川の方々に感謝する。野外調査に要した費用の一部に丈部省かち支給され忙

科学研究費交付金の一部を使用しナこ。

　　　　ガ原岩復原ならびに地質構造および変成作用の解析に關し

　　　　　　て特に注意した点

　この地区の層序と地質構造および変成作用を解明するために，小島の結晶片岩地域の原

暑種による地質図の作成方法を適用した。無轍帯においでは変成再結晶作用の程度も低

くP砂岩片碧では砕屑鉱物の残留がよくみとめられ，変成分化作用も著るしくなく，地質

構造も比較的簡単であるQ従つて，厚い連続する岩層を鍵層（key－bed）・とし，原岩の崇

種種別も層序‘岩石の項でのべている程度に精度を低めれば，すべての小暑体にまで，そ
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の原砦穂を正確に解明することぽできないまでも，層序・構造の劔明はさほご困難ではな

しE．6これにくらべると，点紋帯では，変成鉱物の粒度も大きく，かつ再結晶作用もほとん

ど完全に行われており，変成作用も変形運動もまた複雑である。従つてこの地区で最も苦

心しためは点紋帯内部の層序・構造の解析である。

　次に注意した点をあげる。

　1．原岩復原と構造解析と変成様式・変成過程の解析との相互関連性

騰力・ら結晶牒ができ上るまで口ま・種々椴階！こおける変形運動と獄過罹を経過

してきテニのであるから，原岩の復原と構造解析と変成過程およびその様式の解明との三者

は，研究過程を通じて交互作用的に進められる尺きである。一個の標本ないし一露頭ある

いは一岩体の成因について，それだけをとりあげれば，色々な解釈が可能であるoしかし

それの最も愛当な解釈は，原岩層序・地質構造・変成様式・変成史のいすれとも最もよく

調和しているぽすである。そしてその安当な解釈は，さらに次の段階の研究に指針をあた

え，新しい調査事実と研究に対して矛盾なく調和し，かくして研究をより正しく進展させ

るはすである。このような研究過程を、とおして，解釈自身も，より確実に・より高度によ

り正しく発展するものと考えられる。

　2　大構造と小構造との関連

　研究を総合的に発展させるには，ます，大きな単位での現象，とくに大構造が解明さ

れ，それに対応する各種小構造の特性と大構造との関係，原暑・鉱物形成史・鉱床なざと

の関連があらためて考察されるべきである。

　以上のことは，すでに本地域の研究に関連してなされた3回の講演内容（表題脚注参

照）の変化にもしめされている。例えば，白滝角閃岩類の成因を最初は　SynteCtOniC

intrusiOnと考え，次には泥質岩類に対するSynteCtOniC　metasOmatismの産物と考

えtこが，構造・層序の解明がより正しく進展するとともに；変成前から存在していた塩基

性岩類て主に三縄層）の変成したものと解釈するに至つ7こ。またはじめは，白滝横臥背斜
　　　　　のうたに
と中七番（能谷山）ドーム状背斜との間に朝谷同斜向斜が存在すると解釈したが，別子地

区の調査からその位置が変わり，同時に，変成作用と同時的な衝上勢断帯（thrusting

shear－zone）の概念が生れた。また大横臥裕曲構造の解明の進展とともに，　Stirn帯・

その下翼部縮あ膨締・衝上蜘帯の・罵造なちが略鰍雛内部の小nvreの特性が注
t　　　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

目されるようになつ・た6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　3変成様式あ濁自性

　三波川変成帯の変成様式・構造様式には独自の尺度がある。いうまでもないことである

が，変成帯としての共通性とともに，特異性をもつている。スコツトランド高地での泥質
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砦源片砦についての凛準鉱物による分帯，あるいはP．ESKOLAの斑礪岩質の化学成分の

砦石についての鉱物相の概念の，そのままの適用はできない。電気石の出現をみて，直ち

に高温気成とはいえない。花嵩岩質深成岩類の全く存在しない点，syntectonicな超塩

基性纐の出現漕長石点紋漏腸帯の形成，藍閃石腸や繊石牒の産状そのほか

多くの点で・この変成帯独自の発達史がうかがえる。従つてこの堆区での地質構造・層序

変成様式・変成史の解明とその原因の探究には，他の諸変成帯との共通性を見出すととも

に，この変成帯独自の尺度を確立する必要がある。また，以上は三波川帯内部にみられる

特性であるが・西南日本の諸変成帯中における三波川帯の位置についても注目しなければ

ならない。三波川変成帯の外側には，北に中央構造線で境されて領家変成帯，南に御荷鉾

構造帯をへて不変成秩父帯が存在し，三波川変成帯はその間にはさまれたきわめて狭長な

結晶片岩帯であるということも，三波川帯の独自性と成因的に密接な関連のあることであ

6う。　　　　　　　　　　　　　　1

　4鍵層・1ineation

　φるいくつかの結晶片岩依の間の差異について，それが原砦のちがいによるのか，変成

様式のちがいによつて現われた差か，変成分化の結果現われた差かについて，色々検討も

し，今までの考えとは変わつたものもあり，まだ不明のものもあるが，解釈の不確実なもの

は原砦の特異性とか・対比に直接用いす・確実な原岩や岩暦の確実な連続から構造を出す

こと1；つとめた。・mappingの過程でわかつたことであるが，砂岩片岩層（点紋帯では黒
1　’s

色片岩層との区別が困鞭鍵層に恥ることは困轍ある），厚い糖腸層1こはさまれ

ナこ50～200mぐらいの黒色片岩層，厚い線色片署層，厚い石英片岩層はよい鍵層となりう

るものが多かつたo
　　　　　　　　　　　　　　ユラ
　異種岩層の境界面とfoliationの面あるいは片理面（S1と称することにする）

とは，一致しない場合もあるが，大体一致している。また1ineationとしては，小

榴曲軸（1hinor　folding　axis）・微摺曲軸（micro・corrugation　axis）・片理面（S1）

．と主要slip°pIane（S2）．との交線・雲母類の轡曲軸，線状鉱物配列等があらわれる。同

一岩片にも数方向の1ipeationが現われる場合があるが，主要lineationの方向と落し

（plunge）は，この地区では変化が比較的少なく，かつ地域の大・中構造の閣曲軸と大rk－一致

している。従つて，地質構造・変成史の解析上，片理面の走向傾斜やlineationの方向は

重要であるが，地質構造を解析する上で第一義的に重要なのは，主要な岩層の連続とその

形態にある。岩層は種々の単位（order　of　magnitude）で相当に摺曲するので，ルー

1．）ここでばfoiiationをA．HARKERに従つて，　compositional　bandingの意昧に用いるこ

　　とにする。
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トのみの調査で・構造を解釈するとあやまりをおこすことがある。このため，白滝横臥糟．

曲部では・遂には，禰曲軸にほぽ垂直な天然の断面（地質図参照）において，L点紋角閃岩

層とそれにともなう石英片岩層・黒色片砦層とその境を歩いて追跡した。なお，結晶片岩

形成過程で変形移動の著し‘・黒色片署や点紋帯の石英片岩，角閃岩の1ineationについて

は・その方向にかなり変化が多いことに注意を要する。また黒色片滞層はindOmpeteht

bedで・その片理面は岩層の連続方向（とくに傾斜）を知るにはあまう役に立たない。

　5原岩種識別の精度　　　　t．　　　一

・現段階においては・原砦韓識別の精度はかなり低いものにならざるをえない。特に点紋帯

では低い9点紋帯の砦層はそれと同一層準で同じ原岩と考えられ・る無点紋片岩層ないしは

不変成岩層に追跡あるいは対比できれぱ，その凍岩の倥質はかなり明確になる。この地区の

点紋帯主部の横臥裕曲部では，摺曲軸ないし走向方向への追跡では上述の方法はとれない

が・その南側の無点紋帯と同一層準であろう事は，構造解析と岩相層序から剣断されうる。

　6結晶片岩の原岩種別　　　”　　　　『　　　　　　’　　　　　　　　L　　t

片纐を原糎で牢別して・艶腸類層（いわゆる角閃岩砂くむ）勉岩腸・黒色片

砦・石英片岩・・石灰質片署’（各点紋片砦をふくむ），ならびに変成と同時的貫入の超塩基

性荒類とその派生岩類とにわけることは，点紋帯における砂岩片岩の多くと特殊な小碧体

を除けば・その識別はむつかしいことではない。しかしさらにこまがい原端種による細別

についての精度を高めようとすることは望ましいことであり，努力はしているが，羨にあ

げるような色々な問題に逢着していて，現段階では十分に解決するまでにいたつていな

いo日’い・’－1・　　　　．、＿　　　　．．、　　　　　　」’　　　　、　　“

　1）点紋片岩体中における砂岩片岩の識別点紋帯における砂岩片岩では，葎屑構造が

変成再結晶作用の進行とともに不明となり〆砂岩片署を泥質暑源黒色片岩と識別すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうやが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうてんが困難となる9点紋帯中で・．比較的南端に近く（早天山北方の上津川峠や中ノ谷付近），

点紋のきわめて微弱な黒色片砦の優勢な部分が存在し，その中にはうすいやや珪質の砂岩

片岩と考えられる岩層（厚さ10cm～lm±）と黒色片岩層との互層がある。砂岩片砦と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ考えるのは・残留組織はないが，石墨質が少なく，灰白色，塊状，石英・曹長石・絹雲母

をかなりふくみ，泥質岩源の優黒色で剥離性薯しく細粒な黒色片砦とは明確な境で接し，

糟’形態’産状ともにことなり・㌔ま7こ確牌どもこどなつで勃・・艶片岩と同じ泥

質岩起源のもので，た†ご変蔵過程のちがい繕まつて差が生じたども，あるいは分化脹とも

考えにくいからである。こごでは，このように砂岩片砦と黒色片岩とは識別しやすいが，

点綜帯内部で・曹長石点紋が至般的に形成されると・泥質岩源の黒色片岩でも剥離性が減

少して塊状となり，岩質上砂岩片岩とにた砦石もありうるようになる。また砂署片岩でも



52 秀 敬

中には優黒色のものもあり，：部分によつては強いshearingで小摺曲をして泥質岩源黒色

片碧ににてくる部分もありうるから，その識別は全くむつかしくなつてくる。しかし砂岩

片岩と黒色ヶ岩とのE層の場含は，その購造様式・岩質の特徴・無点紋帯での砂岩片碧の

産状（随俘岩層）なごを考えあわせると・その岩層全依として・砂岩片帯をかなりふくむ

か否かという程度の識別ならば，・剣断を．くだすことが可能である。

　2）緑色片岩類Q起源の識別　化学成分上では塩基性岩起源であるが，変成前の状態が

熔岩流であ季か・．肇灰岩であるか・あるいは貫入岩（岩床・岩脹・餅盤なざ）・であるかと

いう識別，または変成と同時期の貫入岩とさるべきか，また変成前あるいは変成時の交代

作用による泥質岩の緑色暑化によつて生じたものであるかといつた種々な場合が考えられ

る。この地区では片理面と岩層の境界面が一般に一致しており，緑色片岩層は黒色片岩層

・ 石英片岩層と互層し？緑色片暑層内部にも一部に黒色片岩・石英片岩9薄層をふくみi

明確な貫入岩としての産状ないし残留組織を’しめす署石もなく・まπ緑色片署層がほぼ一

定の騰二励れ厚さの変化はあつてもよく巌しているので・緑餅岩の螂分は地向

磯時代の熔岩ないし凝灰岩起源と考えて差支えない。熔岩起源の緑色片岩であるかあるい

は凝灰暑起源の緑色片署であるかということを，個々の場合に剣別することは困難である

が・一般に黒色片岩厨・ときには石英片碧層・まれには石灰質片砦層と密接に相ともな・

い，こまかく互膚し，剥理倥に富み，細粒均質，淡色な場合は凝灰岩起源と考えられよ

う。しかし・凝灰岩起源の緑色片岩と考えられるものの中でも・藍閃石をもつ濃色のもの

もあり・一また剥灘とか色とかρ特徴壱よsh・a「ingや・minerallz◎ti°nの様式次第で熔

岩起源のものにも貫入岩起源めものにも生するから；これのみで一義的に剣跡するわけに

はいかない。熔岩起源と考えられる緑色片器層は一般に塊状で厚く，その中には黒色片岩

層や石英片岩層，石灰質片岩層を來在しない。しかし，これも同様に一義的な判別の資糾

とはならない・，聯の化学成分tFついては・従来の資料からほと醒玄武顯と考えられ

る・じかし勲纈の部分が存在yないとは断言できない・緑色腸曙接にともなつて

珪質片砦や石灰質片岩が理われるが，いまだ流紋器ないしはその凝灰岩と考えられる岩石

は発見されていない。．　　　　　　　　　　　　　．

　泥質岩に対する交代作用によ蚤緑色片岩化②可能性はあるが，まだ明確に判別しヲるに

トたつていないq緑色片暑の優勢な部分にともなう黒色片岩中に，明瞭な境をもつた淡緑

色の不堤則なレンぎ状ないし薄層状の緑色片岩をその産物と考えたこどもあつた。しかし

鉱物組成その飽の点からみて・普通の緑色片岩の場合とことならS・・その起源を塩基性害

ないし，それが珪質まナ；，は石灰質部をともなつた場合と考えても差支衆なく，明確に交

代碧と断言しう．る資料はえられていない。一はつきりとadinol臼・slat飲起源と断定される
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ものもまだ発見されない。たとえ緑色岩化作用はあつても大規模ではなかつたと思われ

る。点紋緑色片岩についても同様で，曹長石点紋の包含物’ （inclusibn）には黒色片岩に

普通の石墨質が全くふくまれす，線簾石や角閃石（amphiboIe）の小結晶がふく’まれてい

てP’曹長石点紋形成以前からすでに緑色片砦であつたことをしめしている。

　なお蛇紋砦類にともなつて，黒色片岩が陽起石岩なざに交代されているごとがある。し

かし数mmないし数crp幅程度の小規模なものである。（IV8．参照）

　3）　点紋帯におけるいわゆる角閃岩と点紋緑色片岩との厘別　ともに曹長石の斑状変

晶をもつ緑色片岩であるため，厳密な区別は困難であるが，主に角閃石の粒度で区別しナこ。

すなわちいわゆる角閃岩中の角閃石は一般に普通角閃石と考えられる光学的性質を有する

比較的粗粒の角閃石であるが，点紋緑色片岩中の角閃石は結晶が小さく，針状で，一般に
　　　　　1）
量も少ない。成分についても陽起石質または藍閃石質ないしアルカリ角閃石質である点で

区別した。従つて，ここで角閃暑という場合は，従来別子地区で用いられた角閃岩（am－

phiboli　te）よ’ りも言葉の適用範囲が広い19なお角閃岩の角閃石として，藍閃石鐸4）ある

　　　　　　A）
いは陽起石質である場合が多少知られているが・この地区ではまだ発見されない。この地

区の横臥摺曲部の塩基性岩はほとんごすべてここでいう角閃岩に相当する。ただし，蛇紋

岩類にともなう粗粒（大きいものは長さ数cm）の陽起石岩は，識別も大依容易であり，

成因もことなると考えたので，一般の角閃岩とは区別した。（IVの7．と8・参照）

4）　特殊な鉱物をふくむ岩石ないし特殊な岩石

a．藍閃石を含む片岩は特殊な原岩に由來するものか，あるいは持殊な璽成條件で形成さ牝たもので

　あるか　この地区乃は中七番背斜の北翼部の三縮智中窮一線色片岩暦および同第二線色片岩暦中

　に多く・線色片岩およびそれにともなう石英片岩中に産する。．このほかにはまカで，小±危暦

　（暦準①）と点紋角閃岩にともなう石英片岩の一部にわずかに存在するのが認められた。三縄暦
5）

　についてみると，中七番背斜南翼醐は，この地区では石英片岩暦が多く藍閃石の著るしい発達は

　認め．6れない。

1）ときには藍閃石が密集して多くなり，線泥石は少な・く，ないこともある（ff　64）a参照）6また藍

　閃石は一般にやや粗粒で，なかにはかなり粗粒のものもある。しかし岩体のごく一部分であり・

　粗粒のものもあるが散点的で少ないので，角閃岩としなかった。　　　　　　　　・　　tt

2）鈴木醇（1932）の角閃岩類めほかに角閃緑泥片岩’（amphiboleLchlorite　schist），堀越

嚢一一（1938A）の角閃岩類のほかに点紋角閃片岩（spotted　hoilnblende　6chist），佐藤粛止

　（1938）の角閃岩のほかに，点紋線色片岩の申，比較的結晶の大きい角閃石をもつも・VPにつ

　いても，ここでは角閃岩という言葉を用いた。なおP．Esk61aのムmphiboユitfaziesに属する

岩石の意味ではない（鈴木醇1932）。　　　　　　　　‘　　　’

3）徳島県高越鉱山付近，佐竹弘行（1951）により報智されている。

4）別子鉱山付近で，鈴木醇（1932），堀越養一（1938A）により報告されている。

5）申七番背斜の南翼側における藍閃石の産状については将来の問題である。

L
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　　藍閃石の著るしい形成にぽ，原岩め性質のみならず，構造・変成条件が密接に関連していると

：・　1，考え励る・すなわ撮も多槻われる9は・申旙背斜の傾部・すなわち鯖横臥融の南；

　　衝上勢断帯の南側で，かつ点紋帯南縁部にそい点紋・無点紋両帯にわたつている。

　　　次た藍閃石の形成を線色片岩の鉱物形威史の観点からみてみよう。線色片岩の角閃石として単

　　独・あるいは陽起右質角閃石と共存して岩石全般ないし薄層状に存在する場含が多いが乳線色片

　　岩軟とく樒集して酎る場合がある・それ購穿で臓とん跡鰹゜磁鉄鋳維石゜
　　藍閃石のみ（時にチタン石をともなう）よりなる片岩（厚さ数mm～数cm）や・種々の鉱物

　　（赤鉄鉱・磁鉄鉱・緑簾石，その他電気石・柘榴石・緑泥石・方解石・チタン石・絹雲母等で組

　　合せの種類と量は色々ある）‘と藍閃石・石英よりなる片岩（厚さ数mm～数10cm）等として現
　　　　　　　　　　　　　　　　　しもかリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センマイがウキン　　　の
　　われる。前者の特殊な例としては・下川坑内で・鉱床の上盤に直接して“千枚銅近”の一種と．して

　　産する場合がみられる。後者の更に特殊の場合として，時にはチタン石磁鉄鉱赤鉄鉱スティルブ

　　ノメレィン線簾石藍閃石柘掘石石英片岩が数cm－一数1Ccmの厚さで存在する。多くの場台酸化鉄

　　鉱や線簾石と相伜ない，緑色片岩の鉱物形成の1stageを代表している。曹長石点紋の包含物と

　　してもみとめられ，また藍閃石に富む部分は一般に片理面に平行で，強く微小摺曲ギしているが，

　　まだ小脹をなして片理面を切る場合はみとめられなし，・。なお，藍閃石をふくむ岩庵は紅簾石をふ

　　くむ岩暦ど並存はするが・両鉱物ρ共存する場合はまれである。また藍閃石をふくむ珪質片岩は

　　変成分化によることもあろうが，一般には珪質堆積岩に由来するものであろう。

b・・スティルプノメレイン（stilpnomelane）“を含む緑色片岩層あるいは石英片岩層は特定の原岩

　　層1課碑るかこ唖区鱒七騨斜巽！唖では・ステ5ルプ！1ルインは三襯一暦洞第二暦

　　および小歩危暦（暦準①）の緑色片岩ないし珪質片岩中に点在するが・多くはない。石英をとも

　　なわないものとしては・厚さ1～2mm程度9小輝模のスティルプノメレィンの薄暦　（三縄第二

　　暦下部）および厚さ数mの点紋緑色片岩（中ノ谷，三綱第二雇上部）にみられる。石英をともな

　　5ものは比較的多い。これは小歩危暦中では貧弱で，わずか数mmの厚さでみられたのみである

湾㍉三齢らは時々棚・る・すなわち柵川より甜藤越一至る難L山翻面の螂で

　転石として発見される。そこには三綱第一“asが厚ぐ分布し，転石の位竃および大きさ　（厚さ30

　c瑛＋ジ2個）か5購して；開畦導碑ると蹴られる・勲樹木峠？西舗で・三繍

・一層上端部付近に∫厚さXcmの転石を発見した。また更に特殊なものは藍閃石石英片岩にともな

　1）別子付近で堀越養一．（1937）も，点紋片岩ならびにその南の無点紋片岩に多いとのべている。

2）この片岩には・b一ユineatio11｝ζ垂直に近い面にそい繊維状角閃石（透角閃石一腸起石）・緑泥石・

　　方解石・曹畏石などよりなる顕微鏡的細脈がよくみられることがある。脈中の角閃石のc軸の方向

　　は壁岩の大部分の角閃石曳藍閃石）の’c軸の方向（b一血ユeation）．とほぼ一一致している。

3）下川坑の千枚銅近は，鉱床付近で，黄銅鉱・黄鉄鉱の鉱染したfissi．｛eな緑泥石にとむ緑色片岩

　　の場合（下川坑で“青千枚”という）が普通であるが，この代りに同様に鉱染したiissii9な赤鉄
’

　鉱磁鉄鉱緑簾石藍閃石片岩（少量の石英部がある）の場合がある。下川坑ではこれを“黒千枚’・

　　（普通には黒色片岩の意味に用いられるが，この場含は異なる）とい5。これに接する付近の鉱

　　床（塊鉱）には磁鉄鉱の縞が入る場合が多い。申ノ谷坑口付近の“ズザ’（おそらく中ノ谷坑産）申

　　にも・塊状で多少の柘廟石をともな5磁鉄鉱緑簾石藍閃石片岩が認められた。

　4）かなりの量の不透明鉱物・緑簾石・曹長石と少量の燐石灰一一方解石をともなう石英スティルブノ

　　メレイン片岩である。肉眼的には灰黒色である6‘

5）ごく少量の不透明鉱物・燐灰石・柘溜石・方解右をともな5スティルプノメレィン石英片岩であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　る。石英の量が多ぐ．肉Ic的には褐色である6’



高知県自滝鉱山付近の地質構造 55

　　う場合で，三縮第二暦下部から発見された（a。参照）。横臥摺曲部では，スティルプノメレイ

　　ンの発達は貧弱で，普通のいわゆる角閃岩類中にはまだ認められない。ただ，白滝第二角肉岩暦

　　鶉紅簾石をもつレンズ状紳（・魏野・・不鰍ものが雌する議実なもの1ま棚

　　上鎚（点紋黒色片岩中）中の一部（中山）にともな5磁鉄拡柘溜石陽起石ステイルプノメレイン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　方解石石英片岩（厚さ約40cm，片理に平庁な暦状レンズ状岩）申に認められたりみである。な

　　お昏岩体によつてスティルプノメレィンの光学性（とくに多色性）はかなり著るしく異なる。以

　　上のことから，スティルプノメレィンの形成には，原岩ρ暦泣のみでなく，変成条件も考えられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圃2）
．

　る。またこの地区では・吉野川横谷と異なり・．（川口暦）小歩危雇に限らずt，三縄冒申に多くは

　　ないが，かなり産する。

　c・紅簾石を含む緑色片岩および石英片岩は鍵層となりうるか　紅簾片岩については古来多くの研

　　究がなされてきた（鈴木醇1932，神山貞二1950，．小島丈児1951Aおよび195コ）。この地区でも石英片

　　岩厨は緑色片岩厨と同時異相的闘係ρ産状を示し；部分的には石灰質である。この地区で紅簾石

　　の発見されているQは・点紋帯では全域で，層序的には小歩危暦上郭免三縄督・吉野川暦群上部

　　層申とであり，無点紋帯では小歩危冒上部（層準⑤）と三縮冒中とで，’吉野川層群上部暦は露出

　　がない。従つて吉野川層群上部暦以外は冒序上両帯に共通である。しかし点紋帯をはなれたこの

　　無点紋帯中では，紅色の石英片岩はかなりあるが，明らかに紅漿石のある部分は数えるほどしか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・3）
　　なく・石英片岩中での厚さ弔薄く（1m士に密集している）・走向方向に長くは緯かない。これに

　　対し点紋帯の近く（中七番背斜北翼部の層準⑧の上部や⑩），および点紋帯申では産出の場所の数

　　・厚さ・粒度ともに圧倒的に優勢となる。“この点から紅簾片岩の形成には原岩の性質の差だけで

　　な’〈変成条浮の差が考えられる。

　　点紋帯では，ほとんど普通の石英片岩暦の中の一部（まれには全股）にふくまれていて；無点紋

　　帯におけるよbも頻度も粒度も大きく，曹長石点紋中の包含物乏しても小詰晶がふくまれている。

　　しかし同一一の石英片岩暦中でも紅簾右めふくまれている部分は，’ごぐ薄い暦では全股のこともある

　　が1一股に比較的少なく，またその石英片岩暦中での紅簾石のふくまれるhorizonは一定せず，

　　断続し・小摺曲もしている。また局部的には，紅簾石石英片岩層中に紅簾石・石英の細脈も存在す

　　る。従つて一枚」枚の石英片岩暦を対比する場合，紅簾石の有無のみで到断してはならない。また

　母岩9石英片岩暦自身に｝膨締・reth，・断続・雁庁等もある々や注意⇒｛いる。紅簾石をみ≦む石英

　片岩暦は厚い石英片岩層の一部として産することが多く，その石英片岩層は薄い黒色片岩暦や緑色

　片岩暦をともなつている。石英片岩暦全体としては，変成前がら存在した珪質岩（中には相当石灰

　質のものもある）から由来したと考えたい（その内部での分化現象はあろ5）。しかし，・まれには緑色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　片岩暦中に小規模に（幅数10cm，長さ数m），不鮮明な境をもつて暦状（レンズ状）に紅簾石を産

　する部分がある。一般に緑簾石・角閃石（藍閃石質またはZ塘｛帯青緑色）・緑泥石・方解石・曹長

1）縞状により方解石にとむ部分もあるδおそらく一種の変成分化物であ）〈1と思われる。d．参照。

2）小島丈児（1951B）は変成条件の地域差によるものか，あるいは原物質差によるものかという

　点について，なお問題を残し七いるよ5であると述べている。

3）厚い石英片岩暦中に産寸るもめについでぼ，層準⑤では中村の東方・⑥では日浦ケ谷（谷底より
　　　　　　ゴ

　南側）と下川（川にそう道路上）で認めたのみである。また緑色片岩にともな・う石英片岩め一部に

　も多少石灰質な紅簾石石英片岩の薄暦が産するが，同様にわずかである。

4）この岩石には・紅簾石と藍閃石またはスティルプノメレインとの二者あるいは三者が共存してい

　る。かis）る岩石は他にあまりない。
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　万・スティ〉レブノメレイン三不透明鉱勃をぶくみ・，石英；絹雲毎（白雲母）も存在するが普通の

　紅簾片岩中ほど多くはない。紅艘石も比較的少なく∫多色性ほ弱いξこめ岩石は；おそらく原岩

　（塩基性岩）め木均質な部分（珪灰質にとむ）から由来したのだろう’ie考えている6こあよ5な岩石

　は無点紋緑色片岩中（白滝橋北方の白滝鉱山発電所付近一三縄第一一nv）∫点紋緑色片岩申（下川

　坑北方一三縮第二暦），白滝第二角閃岩暦中に，少ないカ｛認められる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
．d・帯赤褐色で薄層歌ないしレンズ欺の酸化鐵鉱石英柘榴石片岩は変成分化物か　この岩石は点紋

　帯だけでなく，点紋帯に近い無点紋片岩中に小岩体として産出する。母岩は点紋（無点紋）緑色

　片岩，およびとくに点紋角閃岩の中か端の場合が多い。端にある時には，珪質岩を多少ともなう

ことが筆・鉱床のiii：．〈や鉱床嬉樹る學合も多く・白滝坑・源坑では“赤一プ’1と呼嚇・郷上

　の指2E？一一つに利用されている。酸化鉄鉱はときに無いこともあるが，一般に磁鉄鉱の大結晶（八

　面体）が散点している場合が多い。下川坑の少し下流の無点紋緑色片岩中のもPは・細粒の赤鉄
　　　　　　　　　　　　　の
．鉱であるρ濃緑色の角閃石・緑簾石・方解石をともな5ことが普通で，ときに単斜輝石・白雲母

　，°緑泥石・黒雲母∫金雲母質）をともない，また黄鉄鉱・黄銅鉱の散点することもある。鉱床付

　近ではかなり鉱染されていることがある。母岩との境はsharpで，曹長石点紋はないのが普通であ

　るが・母岩のなかの珪質岩（点紋がある）に漸移することもある。大川上鎚の一部にともな5も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
　の（b・参照）は岩質がかなり異なつている。形態は膨縮にとむ不規則なレンズ状ないし薄層の縞

　状で・母岩の片理とほぼ平行し片理を切らない。ときには母岩よりも強く小摺曲をなしている。

　露頭でみられる形態は鉱床（塊鉱）の露頭の形態とよく似ている。数枚で断続することが多い。

　1枚の厚さとしては0．5～50cmが普通である。威因としては，鉱物組成・産状等から変成分化物

　と考えているo

　　なお・やや珪質の点紋黒色片岩中にも，酸化鉄鉱のない無点紋の柘榴石石英片岩（薄暦状で厚さ

　数mm～数cm，走向方向に長くは続かない）が存在する。点紋石英片岩中にも，局部的に柘榴石

　の集中した部分（厚さ数mm～数cm，境は漸移的；無点紋）がある。これらも変成分化物と考え

　たい0

　　　　　　　　　　　4）
e・点紋艶片岩中の鰍艶の方騨石英柘ue石牒の鞭　・こ鱒蝿鋤の谷坑通洞
　口と源坑通洞口との間の谷川の少し上流の，やや珪質の点紋黒色片岩　（横臥背斜最内部付近，

　小歩危智に対比される）中に，1～8cm程度の大きさで，数個の露出がみられる。ごく少量の燐

1）・この柘榴石は榴輝岩の柘榴石ほど赤くないが，帯赤褐色で，一般に細粒である。

2）この角閃石は，一般にZ：青緑色，多少光学的分散がある。岩石全般に分散もするし，存在しないこ

　ともあるが，柘榴石・石英の密集部に対して縞状に，磁鉄銑・柘榴石・角閃石・石英の集まる傾向

　がある。後者は緑黒色で，白滝坑等ではとくに“黒ハブ”と呼ばれることがある。さらにほとんど

　角閃Tiのみよりなる部分がともなわれることがある。この角閃石は比較的粗粒となる場合がある。

3）この鉱床は点紋黒色片岩中にあり，この暦準付近には蛇紋岩類（とくに陽起石岩）の小岩体が多

少分布している。これらのことがこの特異な鉱物構成（陽起石・スティルプノメレィン等）と関

　連しているのかもしれない。　　　　　　　　　1　　　’　　　　　　　　　／

4）その形はやや扁平な楕円礫といつた方が近い。角礫状ではなL・6母岩のlineation芳向にやや

　伸びる。肉眼的には細粒緻密で片理構造はない。
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灰石・緑泥石・緑簾石をともない，方解石・不透明鉱物（微粒で結晶形を示さない，おそらく赤

鉄鉱であろ5）・石英・柘榴石‡り塗る。曹長石廊紋はない。N’近にはやや礫状の石英脹も認めら

れる。形として帽礫趙源等の疑もあるが，鉱物組威等の点から，変形運動の過程で，特殊の形を

とつた変成分化物かと考えている。鉱物組成はd．とかなり似ている。この種の岩石は白滝通洞口

の谷でも転石として認めたが少ない。

f；赤錺鉱柘榴石白雲母纏簾石片岩　中に方解石・石英の片理に平行および斜交する細脈をと

　もな5。下川坑の下流，点紋帯に近い無点練緑色片岩（三耀第二暦下端近く）中に，紅鑛石石英

　片岩（厚さ1．5m）と珪質部をふくむ藍閃石緑色片岩との間に暦状（厚さ約1m）ζ産する。細粒

で黒褐色の塊状の岩石である。これ以外にはまだ発見されていない。その成因はまだ明らかでな

　いo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　1）
9・異常ts光躍酎性質の角民石をもつ片岩　これは点絃角閃岩と多少とも石灰質な石英片岩との璽

　にしばしば形成されている。　しかし両者の境界に必ず形成されているとは限らない。一般にこの

　角閃石は飾状構造をもつた粗粒な斑状変晶で，その伸長方向（c軸は片理面に平行なものが多い

　が，その面内での配列の方向性は屋眼では認められない。この角閃石の光学的性質は産出の場所

　によつて種々である。一般にcAZが大で，黄学性はいずれも負，多少とも受学的分散がみとめら

　れる。多色性はほ2／とんど無色に近い淡緑色の場合と濃い帯青緑色の場合とがある。前者ではcAz’

　最大35°，干渉色は低く，累棉穣造はほ、とんどない。後者では，cAZ♪最大33°，多少の累帯構造

　ないし｝3不輩質な多色性がみとめられることが多く，外側の方がより濃色である。随俘鉱物とt

　ては，曹長石（斑状変晶）・緑簾石・方解石・石英・白雲母と少量のチタン石・不透明鉱物・燐灰石

　ときに金雲母質黒雲母渉みとめられる。

　以上の外にd．で述べた岩石（白滝坑の‘‘赤ハブ”）にともなう粗粒濃色の角閃石には，cAZ’が上

　記程大きくはないが，光学的性質の近いものがある。また少量の紅簾石と共生し，これを包含し

　1いる忌潅第二痒國岩層中の濃色の角閃石（c・参照）もこの傾向がある。この9・の岩石はかなり．

　しばしば現われるが，厚さ数10cm位の小規模のもので，連続性もよくなく，一枚一枚としては

鐙層にはなりにくい。威因もまだ十分にはわからないが，原岩の性質と変成作用の両方が関連し

　ていることは確かであろ5。

　　　　　　　　　　　　　　　　2）
h．透糎石・線簾石等を俘なう方鯛石岩源坑通洞内の白滝第一角閃岩中（白滝横臥背斜北翼側一鉱

　床の上北側）の数便所でみとめられる。形態はほぼSlに平行ではあるが，部分的に斜交もし厨状

　とも脈状ともいえない不規則な形で，結晶片岩の片理形威後迄溌動性をもつていたと考えられる。

　幅数cm～1m，曹長石点紋のないmylonitized方解石岩で，中に透輝石・緑簾石，その他普通

　角閃石・少量のチタン石や不透明鉱物等が斑点状に散点している。付近には断暦角礫・同粘土はな

い。石灰岩起源かも知れないと考えているが，くわしいことは不明である。

　　そのほか陽狸石岩・曹長石点紋・柘榴石・金雲母質黒雲彰2電気石の形成についての問題があ

　るが，この項では述べないo

1）この角閃石とにた聾質のものは・五郎津（杉健一・岡忍1934）案よび佐々連鉱床付近（竹田英

　夫・木野崎吉郎・小島丈児，ユ951）からも報告されている。

2）この種の岩石は別子地区の五郎津角閃岩中（肉淵一峨藏越間の路傍，片麻状角閃岩申）でも見か

　けた6ただしそこでは普通角閃石がなく柘榴石が存在する。
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・　　　　　　’　　　　　皿　層　　　　　　　序

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　V5　　あさt二に
　標準断面として，ほぼ摺曲軸に垂直な吉野川の支流瀬戸川一朝谷川流域を選んだ。た
だ，：最下部の層序は，更に西方で，背納部のみられる吉野川上流の霧）7卜瀧隔

近の資料によつた。地質構造に従って，中七番背斜北翼部と白滝横臥摺曲部とに二分して

述べるb前者の方が，変成鉱物の粒度も低く，地質構造も比較的簡単であり，層序の範囲
’

も広いので規準となる。岩層の厚さは現在の見かOf上の厚さである。それは原暑の厚さを

．反映していると考え．るが，各部分でそれぞれの変形運動も反映しているだろうから，その

厚さや厚さの変化，それらの割合をそのままは原砦の厚さとして取扱えまい。

　なお蛇紋砦類は変成r乍用と同時期の（SynteCtOniC）貫入砦と考えられるが，その存在

・する層準もここで述べる。

’1；　中七番背斜北翼部

　上位暦から下位暦へ順に述べる。いすれも愛合的である。

・ ．⑮　厚さ100m以上一点紋黒色片岩層が主で・．かなりの点紋砂暑片暑層を含む。砦質は

一般に塊状（massive）である。あまり轡曲しない片理面の発達が見られるが，砂岩片岩

層の走同方向への追跡は困難である。構造上は，横臥向斜部から転化した変成1乍用と同時

的な衝上勢断帯と考えている。蛇紋居類（陽起石岩・滑石岩をともなう一谷坑その他）の

小岩体が散点する。白滝横臥背斜部層準⑦に相当する。

　⑭　約100～ユ50m　数枚の点紋石英片岩層および点紋角閃片岩層（それぞれ1枚の厚さ

∫脚・・m塑m）に鰍艶片糖を構う・J一枚腋の禰は厚さも変化し断続する

が，’層準としては連続する。蛇紋岩および陽起石岩の小碧体が散点する。

　⑮200～350m点紋黒色片岩層が主で，かなりの点紋砂岩片暑層の薄層を含む。薄い

：点紋線色片岩層や点紋石英片砦層をはさむことがある。点紋ははなはだ微弱で，小裡曲の

・ 少ない，剥離性にとむペーパー状に剥げやすい岩質を示す部分が多い，これに接して尚斜的

小袴曲を示す部分もある。下部では幅数10cm，長さ1m±の石灰暑片岩（黒色片居中）

・の存在する部分がある。下川の谷では，蛇紋碧・滑石砦の小岩体が存在する’。変成作用と

同時的な衝七運動の影響を相当うけていると解釈される。

　⑫　300－350m　点紋石英片岩層が主でこれに薄い点紋緑色片岩層および点紋黒色片岩

層を俘ない・時に石灰岩片暑（厚さ数cm～数lOcm）の薄層を俘なう。上部約100mは前

・記3岩備魔薪レ薄い石灰耕岩もここに多い・下部2・q－25・mcま鰍石英腸層

が主であるp縦木鑛g近くでは，耳さ数cm～数ユOcmの石灰岩片居の薄層が存在する？この

．石英片岩層は西方および東方にゆくにつれて薄くなる傾向がある。蛇紋砦類ばこの層準に
　　　　　　　　おしうくきノニカジリ　　　　　　　　　　　　かやくぼ
」は少なく・大川村大北川の萱窪の民家の西方で，この岩層中の点紋緑色片署の薄層中に厚



’
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き約ユmのレンズ状小薯体が存在するのを認めたのみである。　　　　一　　・

　⑪　約150m点紋黒色片岩層が主で，点紋線色片岩層，点紋石英片砦層の薄層を含む。・

西および東で薄くなる。’ 　　　　　・　　　　　　　　　・　　　　L

　⑩　約500m　線色片居層が主である。中上部は点紋帯である，中上部は黒色片岩層や

石英片砦層をかなりふくみ，紛色片砦層も凝灰砦起源と考えられるものが多い。下部は塊

状の組色片端層がほとんざで，わすかに石英片岩の薄層をはさみ，熔碧起源が多いと考え
　　　　　　　　　　　　　しもかわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
られる。西蔚が厚く，東部の下川付近では，中にかなり石英片砦や黒色片砦の薄層をはざ

む。下端部の石英片岩層（厚さ数mの石英片岩を主とする砦層）は西方へ長く遵続する。．

　⑨200～300m’黒色片淵層が主で，中に多少石英片砦層や緯色片端層（蹟灰端赴源）を

はさむ。大北川より西では綜色片岩層が優勢となる。黒色片砦層はややペーパー状である。

　⑧　300～800m線色片砦層が主で，石英片岩および黒色片岩の薄層をはさむ。緑色片

砦層は西部では厚いが，特に東部の桃ケ谷付近では薄くなり，中にはさまれる黒色片岩・

石英片岩の薄層が多少とも増加する。能谷山の西南西では，この層準は石英片署層が優

勢となる。上端部の石英片砦層（厚さ数mの石英片岩層が主で，緑色片岩・時に黒色片岩

の薄層を絆なう）は西方へ長く連続する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんて
　⑦200m　黒色片砦層が主で，多少石英片岩・惹色片端の薄層を件なう。西部で尖滅

し，東部では薄くなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いのかり
　⑥　ユ00～200m石英片岩層が主で，中に黒色片岩・緑色片岩の薄層を含む。西方の井野川
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　t・bつつご

付近では非常に薄くなるが，南方の能谷山・岩躍濁山では優勢である。’

　⑤　200m　黒色片岩層。中に数mの砂砦片砦層・石英片堵層が部分的に入る。

　④ユ0～20m　砂岩片岩層が主で中に黒色片岩の薄層が互層状に入る。砂岩片岩層が蓮

く，相当注意しても，その存在を認めることのできない部分もある。

　③300mLJ上　黒色片砦層が主で，中に10m±の蔚色片端の薄層をはさ壱ところがあ

る。なお吉野川，ヒ流の井野川付近では，③以下は次めようになる。

L

③　約250m黒色片砦層。中に数mの石英片岩層（線色片岩層を俘なう）がある。

，②　150m　線色片岩層。，上端や内部に砂砦片砦の薄層（黒色片岩を伴なう）の存Aする

部分がある．下端に石英謄層を構う。厚さの変化が激しぞ浮榔分は塊状で，鵬起

源が多いと考えられる。この層は局所的に激しい火山活動の産物であろうと考えられる。

1）中七番地区ではその変化がよくみられる。小麦畝付近では薄い。また川口より南方への谷では

　小宿曲と小断雇を件なうが，．こ．の厚い線色片岩が片th面方向に急激に尖減し黒色片岩に移化する。

　これは貫入岩とも’考えられるが，．こあ岩暦の他岩暦との随俘や産状から，ここは熔岩暦の未端部

　と考えられる。この岩層については今後更に調査の必要がある。
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　①300m以上黒色片岩層が主で，砂碧片碧層・石英片岩暦・緑色片岩層（凝灰暑起源

が多い）の薄い層を俘なう。

　①一⑮の線色片岩層は，前述（fl　62））の如く，ほとんざが地向斜形成時代の塩基倥熔

砦層ないし同火成砕屑岩層起源と考える。この中，⑥より⑭までの主に緑色片岩よりなる

砦暦は，岩層の連続方向・随俘岩層・岩暦の厚さとその変化・鉱物構成等から考えて，

小島（1951）の吉野川層群中部の三縄暦に対比される。銅山川流域の中七番の北方から筏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ津付近・準家挙頂上・黒傑山の線色片岩を主とする居層に連なり（秀ユ952，秀・小島その

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
他1952）・更に吉野・小島（1953）のP層に対比される。小区分して，⑥一⑨を三縄第一

層，⑩一⑬を三縄第二層，⑭を三縄第三層と呼びナこい。　　　　　　　　　　　　D

　⑮は従つて三縄層の上位の吉野川層群上部層に対比される。しかし，特徴的な珪質岩は

この地区ではまだ発見していない。

　⑤一④は三罎層の下位に整含関係で，厚さは薄いが，吉野川層群中部の小歩危暦，少

なくともその”部に対比される。砕屑物質として善通輝石は発見されす，石英・線艦石，

少量ながら電気石が存在する点も吉野川横谷（小島・光野ユ950）と同様である。

　③一Dの対比は問題で，従来は岩相と層準から一応吉野川暦群下部の川口層としたが，

その後の諸資料から現在は小歩危層の，一部と考えているb川口層と考えてし・たのは，a）層

準②は吉野川横谷の川口層の線色片岩に比較して，　sti　lpnomelane－bandのない点以外

は，膨縮にとみ，厚い部分は塊状で，線簾石にとみ，石英片岩層に紅簾石のない等の点で

滞質・産状がよく似ている，b）砂暑片岩が少ない，　c）この下位の中七番の厚い砂岩片岩を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〕
主とする岩暦が，岩相的に一応大歩危層に対比される（秀ユ952，秀・小島その他1952）等

の点からであつナこ。この対比に対する疑点と小歩危層と考えるべき理由は，a）吉野川横谷

で報簿されている小歩危層基宜の非整含あるいは不整合の存在（・J・島1951）が，ここでは

明らかでないことになる，b）小歩危層そのものは薄くなり，かつその下部に小歩危層の特

色である砂岩片岩と川口層の特色とみられる線色片岩とが相俘なつている（特に中七番），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み
c）中七番の砂岩片岩は岩相，厚さ等で大歩危層とするのに多少の不安がある，d）その後

1）申七番地区の主に暦序と構造について・1951年8月に・全尾直敬・弁上保・小島丈魁・光野千

　春・申山勇・岡村義彦・竹田英夫・吉田博直・吉野言生の諸氏と共に団体調査を行なつた。これ

　はその報告である。　　，　　　　　　　　、，　　　　　　　　　　　　　　　　　’・

2）少なくとも・P暦はこの地区の三櫨腎の一部分であると考えている。しかしpas・＝この地区の三

　緬冒全部（⑥〒⑭）とまでは考えていない。これは今後の調査にまたねばならない。

3）純砂岩相のみでなく，黒色片岩もふなり含み，また礫岩片岩もこれよりすぐ上の暦に少しはあ

　るが・この暦からは発見されない。砕腎物質についてはまだよく検討されておらず，普通輝石・
電気石ともに未発見である。厚さは150mは確かであるが，それまb深部は未知である。西方の
　河叉で，とれらについて更に調査しrみる必要がある（次のe．参照）。
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　　西方の愛媛県肱川背斜地区（犬塚1953＞では・厚い小歩危層が発達し・その下位の川ロ層

　　との間は非整合の傾向が認められた，e）昨年，吉野嘗生等との中七番の酉隣の愛媛県中萩

　　町河又付近の調査で，中七番の砂岩片岩層の連続部は現在みられる最下部まで，きわめて

　　わずかではあるが石英片岩・緑色片岩の薄層（10cm～数m）を含んでいて，大歩危層の

　　岩相ではないことが明らかとなつた。以上の点から小歩危層に改めた。中七番付近では小

　　歩危層は厚く少くとも700mの厚さとなる。

　　　2・白滝横臥摺曲部　横臥背斜構造の上位暦から下位暦へ順lg述べる。いすれも整合的

　　である。点紋の粒度は一般に粗い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　⑦　100m以上点紋黒色片岩層が主で，点紋砂岩片岩層がかなり入る。中に薄い点紋石

　　英片岩暦（紅簾石を含む）および薄い点紋角内岩層を多少俘なう。衝上帯および野地峰の北
　　　　　　　　　　　　こフようし　　つねやま
　　方から銅山川流域（城師一津根山）に広く分布する。衝上帯および野地峰北方に蛇紋岩類

　　の小岩体が分布する。中七番背斜北翼部の層準⑮に対応する。

　　　⑥約ユ00m点紋角閃暑層。野地峰の北で，北翼は約100mの厚さがあり，ここでは石英

　　片岩層を俘なつていない。南翼では確実に相当する部分は不明であるが，厚さ数mの薄い

　　点紋角閃岩層や点紋石英片岩膚がこれに相当すおのでφろう。摺曲軸が東へ落ちるので・

　　東部地区の調査が期待されるo

　　　⑤　約50m　点紋黒色片岩層。野地峰の西では蛇紋岩類の小岩体が分布している。

　　　④10～ユ50m　点紋角閃岩層。上端部に点紋石英片岩層（紅簾石も部分により含まれる）

　　は部分的に存在する。横臥摺曲のほぼ頂部の1341．9m三角点の付近ではユ00～ユ50mの

　　厚さであるが，南翼では30m土となる。北翼は野地峰で薄くなり，その西は点紋石英片岩

　　の薄層に移化する。

　　　③約30m点紋黒色片岩層。横臥摺曲南翼部については，西方では更に厚くなる9蛇

　　紋岩類の小岩体が多少散点する。

　　　②　20－150m点紋角閃岩層。上端に2－50mの点紋紅簾石石英片岩層を伴なう・頂部

　　および北翼は厚く，この岩層内部にも厚さ数mの点紋紅簸石石英片岩層を伴なう。また下端

　　部の近くに白滝鍾が存在する。南翼は一般に薄く（20－一一50m），10m位になる部分もある。

　　　①60m以上点紋黒色片岩層が主で，中に点紋砂岩片岩層も入る。点絞石英片岩層

　　（紅簾石を含む。厚さ数m）が存在するが連続陸にとぼしい。蛇紋岩体は少ないが，存

　　在するo

　　　上記の角閃岩層中，最内部の②を白滝第一角閃岩暦（従来の白滝角閃岩暦），次の④を白

・　　滝第二角閃岩暦（従来の野地峰角閃砦層），⑥を白滝第三角閃岩層と呼びt：い。これら②

　　＿⑥の角閃岩類を主としナこ岩層は；地質構造・岩相ゼ層序をあわせ考えて，三縄層に対比
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謡議三縄胤第二廉層がそれぞれ自瀞一，第二；籍に対応する幡
　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1），
かは不明である。層準①は従つて小歩危暦に対比されるQl

蛇紋居類はこめ地区では角閃岩層・右英片碧層め内部にはあまりなく，多くの場合黒色

片岩層て砂岩片岩層）’中や異種岩暦の境界等に故点している。

lfV　岩 ・石

　1．点紋片岩と点紋（片岩）帯の定義

　点紋片署と無点紋ケ岩は曹長石が斑状変晶として点紋（spot）状に生長しているか否か

によつて分けられる◎．

　点紋帯（spotted　z◎鵬）と無慮紋帯（nOR－spotted　xone）の境界は肉眼的に認められ

る曹長石点紋がかなり一一一’“geに存在している部分とそうでない部分との境にしナこ。この境に

近い無点綜帯中には肉眼的ないし顕微鏡的曹長石点紋を有する部分力庶紋のない部分中に

所々に存在する。また曹長石の多い薄暦や，曹長石脈として多少存在することもある。点

紋帯中でも南縁部付近や特殊な岩石（蛇紋碧類，角閃石岩，緑泥石化の著るしい部分，石

英その他一部の分化腿，鉱床，石英片岩の一部，層序⑬のぺ榊パー状黒色片暑の一部）には

点紋が全くないか，φつても微弱である。点紋が出現しはじめて，点紋帯に移過する変化

はかなり急激で，幅は約300～500m，肉眼的に明瞭なのは約150mである。撞界線と層理

画とは・申七番背斜北翼部につし1てみ碑らt　’〈わしくみると一致しないが・大ざつばに

は大体一致しで‘・るということがで“’　．6。

　曹長石点紋はその大きさ，壷は部分によつてかなり異なる。大蓼さはここでは最大約5

mm，挙均0・5～3mmが多い。曹長石の光学性は正で光軸角は大きく，成分は屈折峯測

定結果では大体Anlo位で，変化は少ない。曹長石点紋中の包含物は各碧種にそれぞれ特有

で，その包含物の配列は複雑で，廻転の跡が多少ともうかがえるが，曹長石の結晶はきれ

いで讐開。双晶線は多少曲つているものが多いが，包含物の分，Wt’にくらべると単純であり

，結晶も普通あまり強くはこわれていない。双晶については詳しく調べていないが，無双

晶か単双最が多く，緊片双晶は少ない◎

　2．泥質岩源黒色片岩（黒色片岩と略称）

　無点紋帯では石英石墨絹雲母片岩で線泥石・曹長石は存在しても少量である。細

1）この横臥背斜部の暦序をこれと全く逆に考える（対比も逆）ことも・また②一⑥奪三輝第三暦の　　・

　みとすることあるいは三羅第二慰と第享騒とにすることも，♂応考えうることではあるが，現在

　のところ本文の解釈（対比）が最も要当であると考えている（V参照）。
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粒で剥離性がよく発達する。点紋帯に移ると粒度が大きくなり，剥離倥が弱くなる。点紋

曹長石石英石墨絹雲母（または白雲母）片岩が尚表的で，多少緑泥石・柘榴石・チタン石

・燐灰石を含鞭ことが普通で，他に線簾石（斜罰漿石質もある）方解石・電気石，横臥稽

曲部では更に金雲母質黒雲母が時に存在する。この点紋状曹長石中には，特に中央部に包

含物が多い。しかも石墨が多いので，肉眼でも黒い。　　J

　3．砂岩片岩

　灰白色，塊状で，変成分化による縞状構造の発達は弱い。無点紋帯では細粒の石墨石英

曹長石絹雲母片岩で代表され，白チタン石・緑泥石・方解石を含むことがある。砕屑鉱物ま

石英・斜長石（曹長石化作用ま，たはソオシュール石化作用をうけている）・ジルコン・ヂ

汐ン石・線簾石・電気石等である。点紋帯中では結晶粒も大となり，再結晶作用完全で，’

点紋曹長石石英石墨柘溜石チタン石緑泥石絹雲母（または白雲母）片岩で，燐灰石・電気

石・多少の緑簾石（斜罰簾石質もある）が散点することがあり，方解石は存在しても少なご・。、

横臥摺曲部では，しばしば金雲母質黒雲母が存在する。

　点紋帯における砂岩片岩は泥質岩源黒色片岩にくらべて，石墨少なく，露頭では塊状で，

crOSSrjointが明らかで，多くの場合小榴曲構造め発達弱く，風化に対する抵抗が強い。

　4．珪質堆積岩源石英片岩（石英片岩と略称）

　無点紋帯では絹雲母石英片岩で代表されるが，部分により燐灰石・緑泥石・緑簾石・赤

鉄鉱・紅簾石・柘榴石・藍閃石・スティルプノメレイン等が入るo赤色部はあまり多くな

い。赤色の原因となる鉱物としては赤鉄鉱が最も多く∵紅簾石・柘榴石は少ない。点紋帯

中では点紋の発達は同一岩層中でも，不均一で，強弱のむ，らが強い。鉱物組成は部分によ

り異なるが，一般に結晶粒大きく，点紋暫長石燐灰石絹雲母（まトたは白雲母）石英片暑で

部分により紅簾石・赤鉄鉱・磁鉄鉱・電気石・緑泥石・緑簾石・角閃石・方解石，ときに

チタン石・金雲母質黒雲母をともなう。鉱物組成は部分により差が大きい。石灰質という

のが適当な部分もある。柘榴石は一般に帯赤褐色であるが，中には黄色のものの産する部

分も多少ある。藍閃石・スティルプンメレィン・紅簾石の産状ならびに石英片岩の産状に

ついてはII64）a．b．c．参照。石英片岩層は一般に流状小摺曲構造を嫁す揚合が多い。

　5．石次岩片岩　　　　　　　　　’　　　‘

　大きな岩体はなく，厚さユmに達しないtWI　Ocmのものばかりで，三縄暦上部（ここで

は層準⑫，⑬）の線色片砦・石英片碧・黒色片岩の互層する部分に産する。黒色片岩中に

あるものもあるが・緑色片岩の薄層に接し7こり，はさまれ，あるいは石英片暑層中に産す

る。一般にmyIonitized方解石岩で曹長石点紋はないが，不純部では，点紋が形成され

ている・それには緑簾石とか角閃石あるいは線泥石に絹雲母（白雲母）・右英．線簸石．



64 秀 敬

酸化鉄鉱等をもつ石灰質の点紋片岩類がみられる。方解石の固結絡了時期はおそい。縦ノ

木鍾の近く（層準⑫の厚い石英片岩層中）にも産するが鉱体に交代された形跡はない。角

閃岩層中にもごく薄い層が存在する。源坑通洞の透輝石緑簾石方解石砦（II　64）h．参照）“

は石灰岩起源の可能性があるが，確実ではない。なお片理面を切る方解石脈・石英脹とは

もちろん区別しなければならない。

　6．塩基性熔岩および同火成砕屑岩起源緑色片岩（緑色片岩と略称）

　無点紋帯では白チタン石曹長石陽起石質角閃石緑簾石線泥石片岩で代表され・方解石・石

英・不透明鉱物をともなうことがある。（能谷山）中七番背斜の北翼で，点紋帯の南方の

白滝橋付近の厚い緑色片砦層の内部に，紋泥石のきわめて少ない曹長石陽起石質角閃石緑

簾石片署が存在する。変成分化現象もこの部分ではほとんざ認められす均質で，ただ片理

面を切る曹長石脈・石英脹が多少認められるのみである。これより爾測，特に北方の点紋

帯に近づくにつれて種々のstages　of　mineralizationの緑色片碧の鉱物形成が認められ

る。線泥石は光学的異常を有するものが多い。藍閃右も濃淡の縞状部から出現し初め，点

紋帯との境付近に特に多い。藍閃石は白滝橋以南ではあまり，発見されない。点紋帯中では

結晶粒大きく曹長石化作用著るしくド点紋曹長石チタン石陽起石質角閃石緑簾石緑泥石片

岩で代表され，この外，不透明鉱物・方解石・石英・絹雲母を伴なう場合がある。角閃石

には藍閃石の場合も相当ある。緑泥石は光学的異常を示す。点紋帯中の点紋微弱部ないし

すぐ近く（層準⑬）の緑色片岩は淡色均質の薄層である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユラ
　電気石は比較的大きな柱状結晶で，無点紋帯の白滝橋南方の線色片岩より．点紋帯全部に

　　　　　　　　　　しもかり
わナこり広く散出する。下川では，微弱な点紋緑色片岩中に2～3cm幅のレンズ状石英腿

があり，その中に電気石（粗粒なものは1cm）の集合が認められる。

　7．角閃岩類

　大部分は堀越（1938A）の点紋角閃片岩（spotted　hornblende　schist）ともいうべき暑石

で，比較的粗粒暗緑色の点紋曹長石チタン石金紅石線泥石緑簾石普通角閃石片暑で代表さ

れ，部分により白雲母・柘榴石・石英・木透明鉱物，まれに電気石・金雲母質黒雲母がある。普

通角閃石は光学性負，光軸角大，多色性はZ：帯淡青緑色，Y：緑・X：きわめて淡録・

わすかに光学的分散を示すものもあるが，普通角閃石の型と考えられる。緑灘石は比較的少

ないが，結晶形が明らかで光学的性質はほぽ一定し，丁渉色は帯褐色（異常）で・elongation

は負を示す。ごくまれに紫の異常干渉色を示すものもある。緑簾石は累帯構造をなすもの

が多く，一般に結晶内部の干渉色の低いものが多いが，逆のものや，干渉色の高い中に一

1）厚い緑色片岩（暦準⑧）の南端より道路上約100m南西，厚さ約10mの緑色片岩中。このほか白

　・滝僑の東北方の藍閃石を含む縞状緑色片岩風暦準⑧）中にもみられる・
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段低い干渉色の翫もつものもある1 詳渉色の低いものには光学韻であるが光軸角は

90。に近く斜鷺簾石質のものがある。白雲母は部分により多いところがある・この署体

は粒度の差や構成鉱物の種類や量の差が多少あつても大部分は比較的均質である。

t ・　一曹長石が肉眼で白い斑点状に認めにくい均質ないしやや縞状の角閃岩，（斜罰簾石質緑簾J

石および普通線簾石あるいは曹長石等の優白部と普通角閃石にとむ優線黒部とがまだらな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むいし縞状に存在する）も多くはないが，源坑通洞・谷坑通洞内の横臥背斜北翼部の白滝第
t

’＿角閃碧膚丙部，その他で多少認められる。しかし鉱物構成からも産状からも点紋角閃岩

と変らない。別子地区の東干・五郎津角閃岩中の片麻状角閃岩と全く同じ外観のものや罰

簾石角閃岩および藍晶石をもつ角閃岩はいすれも発見されない。

　ほとんε“普通角閃石のみからなる角閃石岩はきわめて少なく，粗粒なもの（結晶粒約1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
cm）は白滝第一角閃砦層内の白滝錘付近に（厚さ0．SmLJ下）産する。やや細粒のもので

は野地峰の西方で泊瀞三角閃岩層上端付毒（厚さ1叫）小岩体として産する．な

　　ナニかち

お高地峠より北続きの尾根で，横臥背斜南翼部の白滝第三（？）角閃岩層の一一：部に接して

　　　　　　　　　　の
塊状の縛簾石角閃石岩（厚さ約2m）が認められるが，これはおそらく蛇紋岩よりの派生

岩であろう。・

　角閃岩層の内・部にはII　64）のd．・9．・h．で述べた岩石等が存在はするが・点紋紅簾石石

英片岩・点紋石英片砦が角閃岩層の内部や端に存在し，その随ff関係は（点紋）緑色片暑

にお・けると同様である。

　久保錘の母岩および付近（層準⑭）には点紋曹長石チタン石金紅石電気石白雲母緑泥石緑

1）この点別子地区と似ている（掘越義丁・1叩8B）　　　　　　　　　　　　　　　　、

2）この角閃Ti岩にはごく少量の柘榴石・・白雲母・石英・緑泥石（elongat　ion負）・緑簾石を俘な弓

　ことがある。iこの岩石は鉱床に直接したり，塊鉱内に捕優岩状岩片として産する。更に細位部も

　ある。近くには164）d．の岩石が存在することがある。’

3）上端は点紋黒色片岩に接する。露出不良。．金紅石ときわ酔て少量の白雲母・緑泥石を俘な5。

　かなりshearin9をうけ・微細な摺曲がみられる。

4）北に点紋黒色片岩，南に点紋角閃岩（幅6m）に接する。少量のチタン石がある。この岩石には

　片理・1ineatio11が全くなく，粗粒で一見普通の腸起石岩に似ている。この岩石の角閃石は普通の陽

　　進Tiよりはやや濃緑色であるが，陽起石質角閃石とみなされる。この暦準の近くには蛇紋岩や陽

　起石岩が多少産する。この種の岩石は別子地区の小美野（五郎津角閃岩下部）付近でも小岩休と

　して産する。またこの角閃石は東平角閃岩中の比較的淡緑色の全く片理も1ineationもない小角

　閃石岩（1m±の幅，蛇紋岩類よりの派生岩ではないかと考えられる）の角閃石と肉瞑での色は

　同じである。次の8参照。
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簾石角閃石片岩で，角閃石には光学性負，光軸角小，多色性はZ：帯青緑色，多少光学的

分散があレ，ヘスティング角閃石質と剣断されるものがある。維泥石は干渉色が褐色また

は紫（異常）で，かなり多い部分もある。しかし粒度その他の性質から一応角閃岩類に入
れた。変成様式を角閃石の性質で細分帯しょうする威’このヘスティング角閃石質角閃石

が一つのzoheとして存在するか否かは今後の検討にまちたい0

　8．蛇紋岩およびその派生岩類

　紋点帯に散点している。この地区でぱ皆小岩体（20m以下が善通）で，かつ，轍櫛石や

輝右をもつものはま£発見諏ていなG・。多くの場合磁鉄鉱・炭酸塩鉱物（菱苦土石等）

を俘なう。陽起石・滑石を伴な噛うことも多くジ滑石の鉱床としで稼行したものもある（

織概の上流，犠内の＿蔀）．陽起磁きわめて，J、さな結晶のものから長さユ0。m近ぐ

めものまである。陽起石岩はレンズ状岩体（数10cni以下）をなし，蛇紋岩の中や端のみ

ならず，独立して黒色片岩中や時に点紋角閃居に接して産する。細位のものは片理をもつ

ものが多く・黒色片岩中では・そのケ理面にそい部分的な交代作用によつて形成されたと

　　　　　の
考えられる。結晶粒の比較的大きなものは，長さ数ユOcmの芋状岩体で，庸囲の黒色片岩

の片理もこれに卒行に轡曲し，岩依内では，一設に片理・1ineat　ionはなく，陽起石のc

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
軸が放射状その他種々の方向にのび，大きく生長している。この岩石には，多少の罰簾

石・’淡色線泥石（薄片ではほとんざ無色，elongation負）・滑石・チタン石・炭酸塩鉱物

等を俘なう。陽起石岩の内部および端に母岩と同様の石英脈が時に存在し，形成時期は変

成作用と同時期であることがうかがえる。　　　　　　　　　・

翻の撫磁行部では，その購部の滑石陽起石耕栂岩の鰍艶轄中にカ、な

1）堀越（1938A）は別子地区の角閃石族について，　spotted　hornblende　schist中に，角野町角

　石原産2V（→42°・spotted　green　schist中に喜三谷産2V（→38°と55°，嬢津産2V（→30°～

　55°等を記している。これらは詳しい層準は不明であるが，久保鎚の母岩の暦準と同じではないに

しても・近嘱準と穂され・ζ妨の中には2ve小の鯛石蜷在することがb〈b＞b・

2）更にこれと同系統の岩石と考えられるものに，歩量の曹長石点紋・斜罰纂石の斑状変晶とごく少

　量のチタン石・滑石のある腸起石片岩参ある。一見淡色の点紋緑色片岩と低ている。蛇紋岩類の

　出る近くに・レンズ状岩体で多少産出する。母岩の点紋黒色片岩の片理とは平庁ナるが，形は部

　分的には斜交する。

3）一部では石墨塗包含している陽起石がある。また粗粒腸起石岩と同系統の岩石と考えられるもの

には主として陽断と緑簾石（斜黙石質緑簾石および普通緑蜘）とよりなり，少量のチタン

石1淡色緑泥石（薄片ではほとんど無色，伸長労向負）・曹長石よりなる粗粒の小岩体がある。ま

　たやや濃色の陽担石をも？岩石もある。前の7参照・

・）鋤隙から賄鞭長石チタ拓舜知韓碍甑白雲鴫繍繧母質黒母研縄片
岩である。この陽起石もおそらく腸起石岩o）‘形成にともない形威されたのであろう。
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りの金雲母質黒雲母が形成され・また陽起石片砦に接する母砦の点紋黒色片砦中昏曹長石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しもかり
脹が形成されている部分も認められる。下川で妹蛇岩紋類は黒色片岩中にあり・上盤の一

部にに明らかな点紋（大きくはない）が認められるが，下盤には肉眼的には認めにくい。

この居準は点紋帯鳶縁部中の点紋微弱部（層点⑬）である。曹長石や金雲母質羅雲母のす

べ”Zの形成を直接現在位置の赴塩基性岩類の影響には帰せられないが；少なくとも谷坑内

の金雲母質：黒雲母や曹長石臓の産状は蛇紋端類の影響を曙示している。

　9．粉岩脈
　　　　　　　　　　ぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　や　の
　普通輝石を俘なう紫蘇輝石紛岩で，周辺部は細粒である。大川村木屋野の西労で壁碧の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユラ
黒色片岩の片理を切り・幅数10cm～10mの岩肱群として現われる・石英やごく少量の柘榴

石を捕獲結晶としてもち，また黒色片岩やその他の岩石の破片をかなり捕獲している。こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勢
の岩石は，岩質・産状から剣断して恐らく，この地区西方の石槌山近傍（吉田博直1952，

佐藤黄止1928および1931）の第三紀珊岩類に関係を有するものであろう。ここの耕脹の延

長方向は，ほぼENE－一一WSWである。

　10．流紋岩脈

　大川村大北川の萱窪の民家の西（太田尾越東方）の川の中および道路上で，幅約1～2m，

長さ約ユ00mにわたり，ほぼ片理に干行に貫入しているのがみられる。一部に縞状構造を

もつている。斑晶ははなはだ少ないが，石英ときわめて少量の白雲母・長石（酸性斜長石，

正長石は不明）よりなる。石基は脱毅璃作用をうけており，微球穎状物質が多い。絹雲

母゜蒋泥石等も多少生じているqこれも岩質，産状から石槌山近傍に出る第三紀酸性岩類

と関連があるものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　V　地　質　構　造

　後生的な大断層はなく，地域全般にわたり，各種単位での各種の型をもつた小糟曲を俘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のへたにやき
な、う一連の大摺曲構造を形成している。南方に能谷山背斜があり・その北翼に接して，南

方に倒れた白滝横臥摺曲が存在する。点絞帯はこの横臥摺曲部とこれに接した能谷山背斜

の北翼部に形成されている。角閃岩類は点紋帯内部に存在する。能谷山背斜については，　　’

　　　　　　　　　　　　　の
この地区の酉方の中七番地区（秀敬1952）および桑媛鉱山地区（吉野言生・小島丈児19

53）の調査結果から・中七番付近で背斜軸が最も北へ曲り，かつ，ここにドーム状背斜

の頂部の存在が明らかになつたので，以後中七番ドーム欺背斜または中七番背斜と呼びた

い。中七番背斜乏白滝横臥背斜との境がざの部分であるがは，この地区のみでは解決

1）地質図（第一図）にはひとつとして示しているが，いくつか6小脹の露頭がみられる。

2）団体調査による（p．60の脚註1）参照）

1
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タ

できない問題で，今までも調査の進展にともない何回か解釈を変えてきたが，ここより更

に深部溝造の出ている別≠地区の資料をあわせ，最も愛当と考えられる位置に置いている

わけである。

　1．中七番背斜部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のうゴニに
　幅約10km，長さは中七番の頂部より東へ20km以上連続する。吉野川本流の南側・能谷
　　　いわろ考　d’ptやぎ

山・砦騨躍山に，厚い石英片碧暦および薄い砂岩片岩暦が黒色片層と共にほぼ水卒に連な

り，内部に小背斜・小向斜をなしてはいるが，全体としてゆるやかな背斜構造を形成して
　　　　　　　　　　　の
いる。背斜摺曲軸の方位はほぼN80°～70°Wで，東・部はEWに近く，西方ではNW寄りに

曲がる。背斜軸の落しは東方へ0°～20°である。主要lineationは局部的な小構造を反

映して変化はするが，大構造単位の摺曲軸と大体一致する。この背斜の北翼の連続性は岩

顕欄山の北斜面にそう厚い石英片砦暦を追跡することによつて確認される。大きな断層の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いなむらさん　ロ
存在嫁確めることはできなかつた・この背斜の南躍に連続してmp　．6やかな稲叢山向斜が予

察される．この向斜離は東に行Gこつれ鰯ま1、遂にその南に鮪婦造帯（小島丈

児1950および1951A，秀敬・小島丈児・その伽953）が接してくる。従つて中七番背斜はゆ

るやかな摺曲ではあるが，その両翼について眞の対称的背斜ではなく・またその摺曲軸

は曲がり，軸の方向が御荷鉾購造帯の延長方向と斜交している。

　中七番背斜の内部（無点紋帯），特に軸部では，片理面とこれに斜交するslip－plane

ないし微摺曲軸面に一致すちshear－Planeとの交線としての性質をもつt：　lineationが

片理面．Eによく発達すぢ。前者は黒色片岩・砂岩片岩に多く，後者は石英片岩・緑色片岩

のf6iiat・nの発達し手こ岩層に多し・。とれは変成時期の，特に晩期1二1・・けるPla・ti・ity

や箔層の傾斜（向き）を反映していると剣断される。lineationに垂直な薄片では雲母・

角閃石類の著のしい轡曲や石英分化脈” （片理面とほぼ雫行し，部分的に斜交する）の轡曲

が認められる。

　黒色片岩の小構造についてみると，背斜内部では，細かく糟曲しているが・衝上帯近く

の走同方向に長く連続する碧層では，剥雛陸にとみ・　Iineationの発達不良のペーパー

状片岩が多ぐなるo

1）能谷山と小麦畝との間は調査の精度が底L9ので，地質図に示した軸の位置は厳密に正確ではな

　い。また背斜の性格も一線で示しにくい。

2）・瀬戸川の上流（瀬戸の南方）では，この弱い向斜の南方に，片理面の走向に急変はないh：sかな

　り剥離性にとんだ黒色准片岩が走向傾斜一定（EW，　N40°）で幅広く（南北で1脳m以上）連続

　し，暦序上の厚さとも合わない6御荷鉾溝造帯の性格を帯びているのではないかと考えられる。

　不変成秩父帯まではまだ調奄していないo
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2．白滝横臥裾曲部’　　　圏　　「　　　’　　　　　　”　　　　　　脚”　’1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のじみね
　白滝横臥背斜購造の存在は，地質図よびび地質断面図に明らかなように，野地峰の東方13

41．9：三角点の西糾面（白滝通洞入口東方の山腹で，摺曲軸にほぼ直角な方向の天然の断

面）での調査により確認された。点紋黒色片岩層・点紋百英片岩層を俘なう白滝第一ゼ第・
　　　　　　　　　ユう
二の角閃岩層の追跡は横臥摺曲の存在に疑間をさしはさむ余地を残さない。地質図は白滝
　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　2）　　　　　　　　．’，x

鉱山の5000分の1地形図をもととして作り，断面図はその地質図・と坑内の資科とによつた。

　片理面は，角鵡層に沿う付近では，この摺曲構造に調和的であるが，これをはなれ泥

内部では完全な同斜酵造とな、り，最内部と考える石英片岩層は断続し，背斜頂部までは続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ
かない。片理面についてのルートのみの調査では軸面の位竃の判断はむつかしい。

　この地区での主要な小摺曲軸およびlineationは分散するものもあるが，大体S80°E

～E，（東部にEが多い）で，落しは東へ0°～30°で，一般に10°～15°である。大摺曲軸お

よび白滝鍾の落しは大依これに7一致する。従つて西北方（別子地区）には深部が，東方1ご

は上部があらわれる。

　此地方の摺曲軸の落しは比較的ゆるいので，いくつもの天然の断面および坑内の資料を

●

1）横臥背斜構造に対寸る考えは変らないが，以前には調査の不十分なためと白滝通洞口上方の露出

　不良部とで誤解して・角閃岩が石英片岩層を切る（1950年）とか，白滝角閃岩の下翼が尖滅する

　（1951年）と老えたことがあつた。

2）この断面図は源坑通洞に平行な垂直断面である・それぞれ源坑・白滝坑をきつている。摺曲軸㌍

　対しては・垂直に近いが，摺曲軸は落しを持つており，厳密に垂直ではない。また資料をこb断

　図面上へ投影する隙には，摺曲軸の落しを考意して補正する必要がある・。ここでは横臥摺曲部に

　ついては完全ではないが，いくらか補正した。従つて，地形図の精度（あまりよくない）と相ま

　つて，ある程度の相対的誤差は考えられる。更に正確な断面図とするためにば，地形図の改正，

　摺曲軸に重直な投影面の選定・資料投影の際の高さや形の補正が必要である。

3），もちろん，主要ルートについての岩暦の配列・小構造等から1横臥摺田構造の存在する可能憐

　はある程度予想された。小沢儀羽（1926）が当時の不十分な未解決の層位・構造・岩石に関する

資糖もとにして・一騨舗のS！子統（主に点繍岩「g）が離な融をした第斜融に

　属することを予見されているのは全く卓見である。その実際の断面図として示された・‘別子地方

　結晶片岩系の構造を示す断面図a・b・c”の3の申では，角閃岩類と超塩基性岩類に対する扱い方

∴や岩暦の多布や連続．°津根山町層等に対する異議を除けば（当時としては致L一方がない）ジ3者

　の中b図が最も正しい。iこの上に‘‘大醗到”を考える必要は今のところ認められない。

　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
利用すれば，榴曲軸方向の裕曲形態の変化も知ることができる。細かくみる芝相当に変化

しており，また同一岩層の上端と下端での小糟曲も同一ではないことがわかる。

　白滝横臥背斜のほぼ頂部（最頂部の少し北方）では複雑な小稽曲構造がみられる。白滝

第二角閃端層の上靖部は上盤がincompetentな黒色片箔のためか断面図に示す如く・

100mまたは10～50m単位の複雑な流状同斜ノ」・摺曲構造をなしている。白滝第一角閃碧層

の下端部も上記程ではないが，複雑なノJ・摺曲をなしていることが，下端に近い白滝錨の小

糟曲構造とあわせてうかがえる。白滝第一と第二角閃岩層の間の黒色片砦の薄層はcompe・

tent　bedの間にあるためか比較的単調な小糟曲を示している。角閃岩層内部の片理面は

はなはだしく変化にとみ，単純ではない。

　この横臥摺曲の南翼部は北翼部とくらべて，対照的に薄くなり，また膨縮に富む。これ

は単に原岩層の厚さに起因するのみではなくて，主に摺曲運動の際の勢断運動量の差を反

映しているものと考えられる。　　　　　　　　　　・

　横臥背斜北翼の野地峰以北では，点紋黒色片砦は塊状で，片理面は上ヒ較的平滑，小摺曲

も上ヒ較的少なく，傾斜もあまb急激には変化しない。北翼で▼（軒地峰の西），白滝第二角

　　　　　　　　　　　　　　　　　の
閃岩層がほとんざ尖滅することの意味については，更に西北方（銅山川斜面）と東方（白

髪山地方）にっい℃の調査にまちたい6　　　　　　　　　　　　　　　1－…一一・・　　、

　この白滝横臥背斜構造の規模については，今後更に広域の調査にまナこねばならないが，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い別子地区の資料（堀越義一1937，佐藤曳止1938，秀敬その他1952）では，北翼は堀越の五
ら　つ　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　tsrsる

郎津角閃岩体を含む層準に，南翼は東干角閃砦体を含む層準に連続することはほぼ確実と

予想される。その核部に東赤石山撒櫛署体が存在することになる。かく大観すると，白滝

鉱山地区は大横臥摺曲構造の最も南へ張り出したStirn帯の一部であろう。

　3．同斜向斜部と衝上帯

　南に中七番背斜あり，北に白滝横臥背斜あり，その間には，構造（lineation・摺曲

軸・片理面・岩層配列等ジ・再結晶作用，砦相等の点から，大局的にみて・強い不連続的

急変はなく墜合的な北落しの岩層群にみえる。もちろん断層角礫・断層粘土・mylonite

をもつて・その間を切る断層はない。片理面やある砦層の連続による同斜向斜構造は発

1）源坑丙よbも更に東方の白滝坑丙（この中でも東方の下部）の方が，一般により複雑な細かい摺

　曲（地質断面図にはよくあらわれていない）をなしている。また一般の摺曲軸にほぼ直角（a軸）

　ないしそれにかなh近い方向を軸とした，きわめてゆるやかな摺曲の傾向が白滝鎚について5か

　がえる。一部にこの方向の’lineationのみられるところもある。（P．77の脚注1）参照）

2）原岩の性質によるが・予想としてはこれのみではなく，この第二角閃岩暦は北翼から頂部へ押

　し出す運動を弓け頂部がより急激に厚くなつたのではないかと考えている。この地区の東方では；
第一，第二角閃岩層は下方へ下るのに対L，その北側の白滝第三角閃岩暦舶鑑苗北方のかなり

　厚い点紋角閃岩暦（下端近くに白髪樋がある）に連なるのではないかと予想している。
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見されす・，蛇紋岩類も点紋帯に広く散点はするが，特定層準のみでぱない。

　この間に当然予想される同斜向斜部は，現在白滝角閃砦類についての横臥背斜南翼部の

すぐ南側の層準⑮（点紋砂岩片岩を含む点紋黒色片岩暦）の中にあると考えている6こご

では結晶片岩形成の過程で，北側の横臥摺曲部がおし上げて来るために，強い側方的圧縮

と衝上性勇断運動が強く働らき，単純な同斜向斜購造ではな1，はなはだしくL非対称酌な

髄三なつt・1漸られる・この舞と附晦王聯罰はここのみで鵠くt．この南

側の黒色片岩層（層準⑬），層準⑨，および北の横臥背斜の軸部にも相当あつたと考えられ

るが，ここが最も強し選考えられ，この部分を変成と向時的衝上勢断帯（SynCryStalline

th　rus亡一shear－zbne）と呼ん右おく。

　この地区の研究のはじめには，砦層の種類とあつさについての対称的配列の中心になる

霧客二（金沢）一二契描セ，畔校付近）の騨⑨（三縄第＿層上儲）の中1ヒ潮谷同斜鰍

　　　　　　　　　　　　　　の
を考えていた。その後別illtte区の調査の進展につれて・別子堆区で予想される同錯向斜の

位置の実証を西方に求めた。その位置と考えられるのは，予想に反して層準⑮相当層の中

であつ7：。’ すなわち層準⑨には大北川の西方で線色片岩層が慶勢となるが，向斜構造の証

拠は発見されtr・，麟盗は複雑な小ネ脅曲を含み凍物西，蘇の酬面で，急激1・尖

滅し，その下には三縄第三層の上部があきらかに角閃砦花して東不角閃嘉と相接してくる。

付近には蛇紋岩類が分祐し，片理面についての確実な向斜構造はまだ発見されず・単純

な構造ではなく，これらの蛇紋岩の小岩体をつらねて断層が存在すちが，この断層の影響

をのぞいて考えれば，ここに本来同斜向斜が存在すると考えられる。また，白滝横臥背斜の

北側には3層の主難閃糊外1ヒは厚い塩艶岩層ないし石英腸顧ま存差）していない。

この点からも騨⑨ピ向Ptが存在すること｝ま説明しにく＆醜躯の東部翻査すれ

ぱ，背斜頂部の上部の欝造や衝上帯の位置についても，一層はつきりしてくるであろう。

　この変成と同時的衝上勇断帯と考えられる層準⑤は碧層全体としての連続もまく，点紋

1）久根鉱山付近でも，黒色千枚岩が緑色片岩に対して常に一暦擾乱をうけて勢裂帯を作つていると

　報告されている（堀越義一1938C）。

2）別子地区については別子鉱業所の便宜を得て小島丈児・金尾直敬・吉野言生・竹田英夫の諸氏等
．とともに調査しており，改めて報智したい。
3）ここについては，掘越義t（1937）が，構造上，特に注目す歳きこととして，蛇紋岩の小露出の

　一線上の配列から大逆断暦の存在する疑があること，東西方向（ほぼ地層の走向に平行）の断暦は
　結晶片岩生威時に生じたと考えて差支えないとすく？tた垣解を述べている。，

　　　　　　　　ごようし
4）野地峰の北方，城師一津根山方面（銅山川溢域）・について，1952年夏吉野言生と共に路線調査を

　行つた（吉野言生1952）。同年竹田英夫も調査している（竹田英夫1952）。7万5千分の1新居浜
　図幅からも明らかである。
5）他に，層準⑨に同斜向斜の軸部が存在することを支持する材料を得ないが，もし万一存在すると

　したら一7層準⑬位に衝上運動の強く働いた同斜背斜を考えないと解決う：つかない。これは一応

　考えうることではあるが，積極的証拠はない。

＼
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　の発達も相当よい。蛇紋岩類の分布もやや多い。片理面は北尺相当傾斜しテど1・’比較的午滑

　な面が優勢であるが；砂岩片岩の一枚≧枚の連続はよくないδ北側の横臥背斜部の角閃砦

　層は南剣の三縄緑色片岩層にくらべてジー枚一枚の対比はマぎなO・が，全般的に著る・しく
　　　せロま

　狭められ・㌔一枚一枚は薄くなり・．しかも膨縮が激しいb特に背斜南翼：部ではヂこの傾向が

　強いo一衝上勢断帯に接する南測の片岩類は比較的剥離性にとみ，岩層内部の細かな構造は

　別として・・層としては眞直ぐに連続しているものが多い。層準⑲の三縄第三暦の石英片岩

　層は薄く・・岩相的層準は連続するが一枚二枚は断続する。層準⑬の黒色片砦層は東西によ

　　く醗し，点紋鶴で，複轍微小融誌と共に；、きわめて剥難にとt，、・1・滑な剥離醜

　　もつたペーパー状片岩がよく発達する。その面は砂岩と互層する時はその境に李行であ

　　るが・太田尾越の黒色片岩のみの部分では，その面とは一・部斜交したfoliation〈微摺曲

塗なす）・がみられる・一般1・b－llneati・nは出にく．いものが多ll．更哺方の騨⑳

　無点紋黒色片岩層にもペーパー状片岩の傾向がある。

　　4・片理面・摺曲軸に鋳交する構造面・後生的断層、，

　　，無点紋帯で嫉前述のように・片理面の外に・slip－Planeないし微摺曲軸画にそうmicro－

　shearrplaneがあらわれる。点紋帯での内部は，無点紋帯でみられるような形式のslip－

　Plane、は肉眼的には隼較的認めにくく・流状小摺曲が多い。石英片砦の片理面上に，この

　面と斜交したmicro－scaleのshearimgを反映したlineationが認められることが多い

　砂暑片砦や他の片岩にも認められる6衝上帯付近のペーパー状黒色片岩の剥離面は一般的

　な暑層配列方向と一致し，部分的にはfol坤tionと斜交する。

　　点紋帯，無点紋帯を通じて，この地区では，一般的摺曲軸に斜交あるいは直交しt三N・一＿

　＄ないしNE－一一SW　h向で，　Wへ70°～90°傾斜の各種の構造面が発達する。

　　その面としvl’は・片理面上のゆるい小さな曲がりや部分的小じわ等の小摺曲軸面・節
　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　の
　理面・石英脈・石英方解石脹等の分化朕の面であるoこの脹は雁行状をなすことがある。

　これらの面はあまり一定せず，干行な場合も斜交している場合もある。これらの面は片理

・　面および一般的摺曲軸面を切つている。これらの面の構造約意味については造構卑Q解折

1）小摺曲も完全に同斜的で，翼の開ないものが多い。．

2）ペーパー状黒色片岩と互騨する砂岩片岩では，粒度は無点紋帯より粗いが，点紋帯としては細粒

　で1曹長石点線・白雫母が片理面に平行に扁平に配列し・この面と斜交する小shear－pla　i｝eは弱

　いので，肉恨的にb－lineationは出にくい。時には幅数cmのa軸にかなり近い方向の小摺曲

　（ゆるやか）炉みられることがある。これに眞この方向に多少のsllpや石英脈が認められる。
．b－line4sib・も強く｝1まないが識別される。1

3）こあ外に宅k無点紋緑色片岩には時に曹長石脈・緑泥石脈・繊維状角肉石（透角闘右一腸起石，c

，驚獄ご’neat’°1圃ま｛鰍）獅：ある・白滝麹嚇訊ミ”瞳噸と一致す

4）分化脹としては，との外に，もちろん片理面に平存なもの，ほぼ平行なものや，微～小摺曲軸面

　にほぼ平行なものもある。

’
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と共に今後の調査に待ちたい。

後生的断厩しては大き「いものはない。ラ餉画、断層が黒醤縮中1ご多歩みられる

が・・著るしくない・N50°～70°E，　Wへ70。～80。傾斜の小断層は大きくはないが，　r
比較的

明瞭で数も多いo白滝坑と源坑の間の断層が最大で，断層角礫およびmyloniteを俘なつて

いる。嘲源坑と谷坑と1の匿および下川坑内にもこめ種の小断層が存在し，鉱床を切つている。

哩分岩脹と石英斑砦脹の貫入方向についてはIVの項を参照されナこい。

　　　　　　　　　　’t　　班　角閃岩、の成因’　　　　　．　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　わ
　点紋帯・特に別子鉱山地区の飛閃岩の成因については，古来多くの成因論が述べられて

きた。ここにこの地区の角閃砦の成因を考える場合・考雄すべき事実をまとゆてみる。

D，この地区の角閃砦は大部分点紋角閃片岩（spotted　hornblende－schist）ともいうベ
　　　　ユラ　　　　　　　　　へ

　き岩石で・一部には量は少ないが・蔑種かの特異な岩石を含んでいる。なお岩質につい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピらなる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　てはII6の3）および4）a・、c・　d．：9？h．・IVの7．，皿の項を参照されたい。東不・五郎津

　角閃岩とは粒度・含有鉱物・随俘岩石に多少は異なる点があり，変成条件の差がある程

　度は考えられる・点紋線色片岩の岩質・随俘岩石とも差異と共通性がある。それらの間

　には・砦体としても構成鉱物でも一応区別があ多が・その間にに共逓性と漸移的匪格が

　認められる。

2．）角閃砦はすべて点紋帯内部にあらわれ，かつ点紋帯内部の塩基性岩体はごく一部の角

　閃石の少ない部分を除けば，すべて角閃岩といつてよい。

3）角閃岩は石英片岩暦，黒色片岩層・砂砦片岩層を絆ない，その境はsharpで，・片理

面は発達不良の場合もあるが，大儲層の麟面にT一行に発達してい乱鱗層との随

　俘関係は・鉱物の粒度や多少の種類を除けば，．点紋緑色片岩層や無点紋緑色片岩層と同

1）　1別子地区の東平角閃岩・五郎角津閃岩は，この白滝地区の角閃岩類と岩質や随俘岩石が多少異

なり，その成因は別子地区の資料をもつて論ずべきであるが，現在までの資料では，これらの岩

　体に対しても白滝地区と同様の基性原岩よりの変成岩と考えている。

2）鈴木（1932）はこの種の岩石と考えられる白滝鉱山産の’spotted　homblellde　chlorite
＿　　　　　　　　　　　　　噛　 毫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 悔

　schist（albite－epidote－hornblende－chlorite　schist）の化学分析をなし，これと産出状態よ
り欄蝋殿に欄するもの≧見ることカ1できる旨を述べ議・る。

3）従来東平角閃岩は露頭ではほぼ周囲の地層と整合しているが，その分布からは周囲ρ片岩厨の

．構造勘る（両端で約1．5㎞）卓で貫大岩と考えぢれてい勘しかし横臥摺曲の向斜部と考えち

　れるので，母岩を切る（貫入岩）と考えなくてもよい（秀敬・小島丈児その他1952）。
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　様である。・

4）角閃岩は母岩と共に裕曲し，白滝横臥摺曲構造に参加している。その南翼部の西方延

　長にあたる別子鉱山地区では，呉木の付近で，三罎第三層の一部は角閃岩化してい

・ るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　・　　　　　　　　　　’t　’

5）角閃岩の曹長石斑状変晶中にはチタン石・金紅石・線簸石・角閃石等が入b，時に柘

榴百・購石・石菊白難が入ちが・石墨は全く親されない・轍黒色騰中の曹

　長石斑状変晶には石墨が多量に入り燐灰石・石英・チタン石・白雲母等も入つている。

6）角閃岩を貫入（syntectonic）体と考えたとき予想される壁岩に対する明らかな接鯛

　作用とみなされ’る現象はまだ認められない。

7）角閃岩にprotoclasticな組織は一般に認められない。

8）蛇紋砦類も点紋帯1ヒ散点するが，ンJ、暑体で，かつその随俘岩として，陽起石岩の小岩

　塊を俘なうが，一般の角閃砦と区別される。

　以上の事実から；角閃岩の原砦は線色片碧の原岩と同性質のものであり（この地区では

おもに三縄層緑色片岩層，皿の2参照，）変成作用の過程にlb．いて，点故帯内部の塩基性

　　　　　　　　　　　　　り砦層が角閃岩になつたと考える。

　　　　　　　　町　地質構造・変成作用・蛇紋岩類の間の関係

　北側の横臥摺曲構造に対する南測のドーム状背斜という対照的講造に対して，原岩相な

らびに層序はほとんど同じと考えられるが，変成作用と蛇紋岩頚の分布のちがいが購造的

対称に対応している。

　ドーム状背斜部は細粒の無点紋帯であり，横臥摺曲に接近した部秀のみやや趙粒あ点紋

帯（塩基性岩については点紋緑色片岩，最北部のみ点紋角閃岩，皿とIV参照〉である。横臥

稽曲部は租粒な点紋帯の内部（塩基陸岩については大部分角閃岩）噛に相当し・流状摺曲が

卓越する。蛇紋碧類は衝上帯を含めた点紋帯に広く小岩依として点在している。

　無点紋帯と点紋帯のこの構造様式の差は原碧層が同じと考えられる以上，両帯で変成条

件に差異があつたと考えねばならない。点紋帯の鉱物形成は無点紋帯に比較すると多くの

特色を持つている。簡単に列記する。

　ユ）粒度の一般的な著るしい増大，2）曹長石点紋の一7般的形成，3）柘榴石の広い形成（点紋

帯とほぼ同範囲）・4）黒雲母（金雲母質）の出現，ただし白雲母と隷泥石が共存する，5）燐

尿石fi）一一般的分布と電気石の散点・6）白チタン石に代るチタン石・金紅石の出恥7）線泥石

族の変化と広い分布・8）角閃石族の変化と増大，9）線簾石族の変化と広い分布，10）輝石の

1）以前，調査や構造解株の不十分のためsy1，kinematic　intrusiveとが，泥質岩に対する
synkinematic　metasomatismで形成されたと考えていたことがあるが，以上の如く訂正寸る。
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まれな出現等である。

　これらのことから，点紋帯形成の際の著しいソーダ付加で，特徴づけられたはげしい

solution　effectが考えられ，これが変成時期における点紋帯の可塑性を増大せしめ，横

臥摺曲構造が形成されテこと考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
　なお上記点紋帯の鉱物構成の特徴を利用して，点紋帯を細分することができる。ぴとつ

は暑種の別なく，黒雲母（金雲母質）の形成される部分で，これは点紋帯内部の衝上帯を

含めての横臥宿曲部とほぽ譲魂。圏うひとつは塩灘碧についてであつて，主1こ粒

度・欝造や角閃石族・緑泥石族・線簾石族・チタン鉱物の性質と量の変化，曹長石の形や

量等による。これにより点紋線色片岩と角閃岩類が分けられ，角閃岩類については更に細分

が試みられる。別子地区（堀越義一1937，1938Aおよび1938B）では点紋角閃片岩の外に，

この地区ではほとんご見られない東李型角閃岩体の片麻状角閃岩・角閃石碧が区別されて

いる。　（II　6の3）4）および1V参照）。

　次にこの点紋帯形成の要因について検討する。角閃岩をsyntectonicな貫入体と考え，

点紋帯の形成をその後火成作用とすることは以下の点でむつかしい。

1）角閃岩の曹長石点紋中には，角閃石や線簾石の小結晶を包有していて，角閃石と同時

　的生長を示し，角閃石晶出以後の形成のみとは言えない。石英片岩・砂岩片岩・黒色片

　岩においても，石英・線簾石・白雲母・紅簾石等の主要造岩鉱物を包有し，それ等と同，

　時的生長を示している。

2）曹長石には片鍾を切る石脈もあるが，曹長石点紋に富む縞状部は，ぽぽ片理面に沿い

　小摺曲による膨縮はあつても，晩期の形成とはいえない。

3）曹長石点紋の粒度についてみると，角閃岩力庶紋帯の内部に存在していること，黒色片

　岩の優勢な部分中には粒度の低い部分が存在することもあるのは事実である。しかし角

　閃署の接鰻部付近のみに点紋がよく発達し，それを離れると細粒となるとはいえない。

　この地区では特に曹長石点紋の粗粒部は衝上帯中の陽起石岩の散点する付近の黒色片岩

　で，上津川の凝灰質線色片岩の一部，珪質片岩の一部等にも相当粗粒な部分が存在する。

　これらは角閃岩の分布と直接の関係はない。
、

4）点綜帯の大きさは白滝横臥摺曲全体より更に広くジ角閃岩体の大きさにくらべてはな

　はだ広大である。

　また点紋帯の形成を原砦全体の化学成分の特異性に帰するには，砂岩片暑・黒色片岩・

1）前述（Dの如く，精しい室内研究は今後の課題であり，更に検討されるべきであろ5。

2）ここに広く分布はするが，ここの岩石のどれにでも，どこにでも存在するという程ではない・こ

　こで’は砂岩片岩・黒色片岩・薄い石英片岩・‘髪赤ハブ”（皿64）d）の一部にしばしば認められる。

　また蛇紋岩類の近くにもしばしばみられる。ごくまれkは横臥背斜部の外側に多少存在する。
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石英片岩まで持異な化学成分を考えねばならない上に，点紋帯と層準上同層準と考えられ

る無煮紋帯の原岩との差異を説明しなければならない。また、，さらに別のぴとつの考え方

としては，変成前にかかる化学成分をもたらす交代作思を考えることもできるがジかかる

作用が存在したと．しても，それでは点紋帯の鉱物粒度と鉱物櫨の変化，点紋帯南縁面の層

準と髄鮒鯵鯛和甑蝿号類9分布備星に説明できない・

　点紋帯と蛇紋岩類（派生暑類を含む）との関係をみると（H正およびIVの頃も参照），

ユ）分布範囲がほぼ一致している。’

2）蛇紋岩類付近には，比較的粗位な黒雲母（金雲母質）や曹長石点紋9曹長石岩・曹長石

　脈等が存在している。しかし，その逆は必ずしも成立しない。

3）’大部分の蛇紋岩の貫入とその派生岩類の固結は変成と同時期と考えられる。

4）点紋帯の大きさと蛇紋岩依の現出状態とを比較すると・蛇紋暑類は分布は広いが・ひ

　　とつひとつの岩体の大きさは小さい。

　以上の点から，点紋帯の形成を現位置の蛇紋岩類の影響には帰しにくいが∫点紋帯の形

成過程において浸潤した溶液と超塩基性岩類とが密接な関連をもつていることは十分予想

されるo

　点紋・無点紋両帯の分化・蛇紋岩類貫入の必然性とその原因については，層準上の差で

i，はな’く，場所め差にあるが，今日の段階では，なお研究の余地を残している。

　点紋帯・無点紋帯各種岩層についての変成史のstage解析，点紋帯と無点紋帯との変

成史の対比は今後の重要な仕事のひとつである。　　　　’　・

　　　　　　　　　　　　　　皿鉱床の位置
　　　　　　　　　り
　この地区の鉱床群（現在および過去に採堀稼行したもの）のひとつぴとつについて，まだ

詳しい調査を完了していないが，構造・層序（母岩）・変成作用・超塩基性岩類の貫入・

変成史等の観点から鉱床形成の位置にっいそ述べたい。1
　　　　　　　　　　げん　　　t二に　　　ミみさε　…

1．申滝樋（白滝坑・源坑・谷坑黛富郷坑等）は白滝横臥背畢の頂部に：近い北翼鰯で，最

も内剣の白滝第一角閃岩層中の下端に近い部分（下端より0．2～15m）に存在する。鉱床

付近にはしばしぽワブラバノ⊇と称されるやや衆囎生のある槻砒U7、部価認められ

1）この地区の地質と鉱床については・古くは薗生六郭（1920，未出版）の精細で精力的な基礎調査

　がある。・その後色々な報告（文献参照）をがあるが，近年では吉田善亮・小村幸二郭共同（1950お

　よび1951）の報告がある。一これに坑内図や白滝鉱山坑内外関係図もあるので参照されたい。＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しらが　現在稼行中のものは白滝坑・源坑と下川坑だけである。この地区の東北方には，日髪麺（P．70

　の脚注2）参照）その他の鉱床（いずれも旧坑）があるが，未調査である。一　　　　　　一
V“ウキン

2）ある程度勢断運動を5けたど考えられる。・鉱染していわゆる“銅近，とか‘c一ガリ鉱”となるも

　のもあts　・・いわゆる“鋼の内”・とかf‘樋の内変動帯’1（加納博・武藤矩靖1951）のケ部である。
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るが，つねに著しいとは限らす，また緑泥石化作用があまり強い場合には白滝十三番坑地

並の如く，鉱勢のよくない場合がある6粗粒な角閃石岩（IV　7参照）が，しばしば鉱床の近

くに（接することもあり，接しないものもある），あるいは塊鉱内に磁鉄鉱石英方解石岩等

と共に捕獲された形で存在している。また“赤ハブ”（II64）d．参照うが鉱床の上あるGr

は下付近（接することもあり，接しないものもある・多少鉱染されているごともある）に存在

する。この外母岩に，方解石・白雲母・石英・磁鉄鉱，時に赤鉄鉱等が形成されることがあ

弓。鉱床の形と規模は大体摺曲軸の方向に一致し，長軸は4km以上，幅は800～300m

で，この地区最大の鉱床である。小富鉱体の落しも，この傾向がみられる。鉱床は母岩の

片理とほぽ干行して小摺曲および微宿曲をなしている（第3図の地質断面図では細かい摺

曲はよく示されていない）。摺曲軸の落しの方向（ほぼEW）にも色々の長さ（数10m～数

100m等）での緩急の変化（ほぼ7k干，ユ5°・20°，ときに30°以上等に変化）があ
1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）

り，中には小ドーム・小盆状構造の確められた所もある。‘‘ハネコミ”と称され，母岩の片

理を明らかに切る黄銅鉱・輝銅鉱・斑銅鉱にどむ鉱脹状の部分もあるが，少ない。’
　ながぞう

　中蔵鍾は白滝鑛とほぽ同一層準で・横臥背斜構造の最頂部（少し南で・南傾斜）にある’

が，その聞は急傾斜で鉱石は直接連続していない。現在みられる鉱石鉱物は鉱染状磁硫鉄

鉱が主で，多少黄銅鉱が散点している。少量の白雲母・線泥石のある角閃石柘榴石石英片

岩に鉱染し，細かく摺曲している。　　　．　　　　・　　　　　、『　　　　　　’．

　母岩の角閃岩の内剣は厚い点紋黒色片岩層である。’　　　　，’・　　’」’

　　　　　　　　　もちノニに
2、久保鍋（久保坑・持谷坑）は衝上帯のすぐ南の三縄第三緑色片岩層（層準⑭）の最上位

の厚さ5m士の薄い点紋角閃岩（ヘスティング角閃石質）層中に存在する6この中の偏1’

m士の緑泥石化部（やや剥離性あり，いわゆる“鍾の内”）中に断続して存在するが・その

中での位置は一定しない。“赤ハブ”（II64）d．）は“鑛の内”でにみなかつたが，その母岩

中にに多少存在する。

3・中Z脊鍋（中ノ谷坑・谷口坑゜早天坑）は三縄第二層一ヒ部（層準⑫）の厚9’点紋石英片岩

層上部（石英片岩と緑色片岩の薄層が互層）の2～iOmの薄い点紋緑色片岩層（点紋微

1）一癒のa軸ないしそれにかなり近い方向の摺曲ともみなされる。またこの方向に相当するN　一一S

　の’1ineationも少しは存在することが知られている（吉田・木村1951）。野外でもその傾向の多

少みられるところがある。これらあ構造地質学的意義と鉱床との関係は今後の研究課題のひとつ

　である（v参照）。

2）ここでは暦状の塊鉱の下盤働にもあるが，上盤測に多い。方向は単一ではなく，ほぼNS方向の

　節理を利用したものもある。層状塊鉱の縁から分岐し，塊鉱を切らない。黄鉄鉱・石英・方解石・

　時に閃亜鉛鉱を多少ともなうことがある。こめ斑銅鉱三輝銅鉱は産状から初生と考えられる。
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弱）中に存在する。早天坑の露頭では，鉱床に直接した部分が；・特別に線泥石化じてL・る

とも・撫性にとむとも（特た塊状でもない）観察されない．中・容坑附近の・ズリ・

中1こは方鱗石Pt柘榴石騰（II6・4）d滲照〉やII64）a．で述べ7：」if石が多少あり，露

頭ではみちれないが，お老らくこφ鉱床め付近に産したのであろう。

4・椎ノ木鑓（縦ノ木坑el後山坑等）’は三縄第土層（層準⑫）中の厚い点紋石莫片岩層中で

ほぼその中部に存在する6鉱床に直接はじないカ｛，付近には石灰岩片岩，’線色片籍，．黒色

片料の薄層がはさまれている。鉱床の一蔀には摺曲を反映しナこ竿錦が知られてbる。

5・下川錨（下川坑6檜坂坑，朝谷の樫山坑もほぼ同膚準であるが，途中鉱床の連続はみら

れない）は三縄第之線色片碧層下部（暦準⑩）中に存在する’。同層南端より約IOOm北であ

る。母砦たは微翁な顕微鏡的点紋が認められる。・鉱床付近（いわゆる“鑛（わ内”に相当）

には剥灘にとむ纏石化部も存在するが・時には剥離性にとむ灘石藍閃石牒の場合
‘

もある（II　64）a・参照）。下盤約10mのところに紅簾石石英片岩（顕微鏡的点紋あり）を

はさんでいる。　”．　’　、　°t・
　　おうカでりしノニ

6．大川下鎭（大川下坑，中川坑・禾谷の露頭（探堀せす）もおそらく同一であろう）は中

シ谷錨と層準および母署は大体同じである。確実に同一か否かは途中の連続を確めること

ができないから不明である。
　おうかかうわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひがしみっもり

7．大川上鋸（大川上坑）は大北川（萱窪付近）の東光森山の南中腹にある。白滝横臥脊

斜南翼部の白滝第二角閃岩層より約ユOrn北方の点紋黒色片砦層中にある。前記第二層中の

点紋角閃岩はこの鉱床の東部では50m以上の厚さがあるが，西部では急激に尖滅し，その

下位の点紋石英片岩層のみとなる。鉱床の層準付近には多少蛇紋岩類（特に陽起石岩類）や

珪質岩（厚さ0・1～ユm）が存在することがある（II　64）d．参照）。鉱床は膨縮が激しい

（地質構造と母岩の性質を反映しているのであろう）。

　みっぬり
8・光森鍋（光森坑，旧名中野坑）は東光森山の西斜面で，東光森山の点紋角閃岩（白滝第一

角閃砦層南翼の連続と考えられる）中に存在する。現在みられるものは“ガリ鉱”が主

で・採掘はあまりなされていない。坑内では母砦の小摺曲軸がNSでSへ25°の落しを示

す所がある。この地区は横臥摺曲構造のなかで，別子地区のWurzeIZOneから白滝地区

のStilnzoneへの移過帯と予察されるところであり，また中七番ドー…ム状背斜軸のSE

方向への轡曲部にも’対応するところなので，NS方向の意味については，別子地区の大構

造と共に今後の調査にまちたいo

　以上の鉱床の位置を総括してみると，

　ユ）層序上eElいつれも三縄層中で・1まとんご点紋緑色片岩または点紋角閃砦中で・時に

　点紋石英片岩層や，まれには点紋黒色片碧層中にも存在する。比較的近くにはかなり厚
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い黒色片岩層が存在している。母暑の緑魚片岩は凝灰砦起源と考えることもできるが・

確証しえなG・・’。また鉱床は異種岩層の境寡燃なk，酬ても21同噸網中に存在す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
多。母砦の厚さも色々ある。母岩の片理を切つて異種岩層中に入つたり，母暑層よb長

　く続く鉱床は認められなかつた。また石灰岩片岩を交代した証拠はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
2）変成作用の点からは・点紋帯特に南縁鰍こ多いといえる・算叩は無点球帯から点

紋角閃碧（一部に角騨あり）の撚されてセ・る鰯に＄でわ’tこつてrSる・、

3）超塩基性岩類はこの地区の点紋帯に点々と分布はするがプ鉱床≧直接してい㌃い。

蛇紋岩類は一般に黒色片岩（砂岩片岩を含む）中に多く，異種岩層の境付近のこともあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓
る。．その位置は鉱床の母岩と対照的である・大川上鱒のみは黒色片砦中にあり・付近

に多少分布がみられる。

4）構造的には衝上帯の両側（3～4km幅位）に分布し・しかも衝上帯内部にはない。

衝上帯に干行で，衝上性勇断運動の相当強かつた黒色片碧層（例えば層準⑬，⑨？・点

紋帯南限付近？，横臥摺曲部では層準①，北翼の⑤？等）とはかなり近い（0．2～ユ50m

位）ようである。白滝鑛が横臥摺曲のほぼ頂部付近にあることも注意される。この鉱床

の相当に複雑な小宿曲構造の原因のひとつはこの点にある。

　鉱床の形態のかなり明らかにされた1．および5．では，鉱床の落しが大摺曲軸とほぼ

一致している。2．3．4．6．等の鉱床も，探堀跡は走向方向にかなりのびており，摺曲

軸とほぼ一致していることのうかがえる部分もある。これぢは大構造の中での位置や変

減史とも効せて今後更鹸討され林きであろう・’

5）変成史における鉱床形成の時期　鉱床の一”部には母岩の片理（S1）と部分的には斜
　　　＿　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　「　　　　6）　　一　　・

交してい、る部分が多少はみられること・鉱床がほぼT一行に分岐する場合があることz鉱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　n哨”
床付近のほぼ片理に干行な一部の小石英臓の晶出・固結とは前後関係をつ，けに．くい蔦と・

1）境界に存在する場合は，愛媛鉱床（吉野言生・小島丈児1953）その他の例が他所にはある。．

、2）鉱床6．の永谷の露頭では母岩の厚さ約50cm，鉱石ρ厚さi～5，cmである。

3）白滝鎚の最も下盤側の点紋角閃岩が1まとんどなくなり，薄い珪質岩のみとなる部分は一部に

　ある。しかし黒色片岩には接していない。

4）別子地区にもこの傾向がある（秀敬・小島丈児その他1952，および雨森武雄1952）。純無点紋

　帯中ではゾここでは発見されていないが，中七番背斜地区でもいくらか存在し，基安鉱山やそ

　の他の休坑や諸露頭が知られている。　　　　　　・

5）大川上鎚では，鉱床から片理に直角方向に数10cmの近くに腸起右岩のノ」・岩体がみられる。別子

K山村の積善鉱床の；部では，並絞岩と直接し，黄銅鉱が蛇紋岩中た網状rc存在している例がある

　　（金尾直敬1949）。

6）その間にはさまれた岩石には時にはレンズ状にとちた小摺曲のみとめられる場合もあるが，摺

　曲の認められない場合も多い。

7）石英脈には種々の晶出時期がある。ほとんど同時期と考えられるものがある。
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母岩に交代的に鉱染している部分のある事，少ないが固結の最絡期には“ハネコミ”とな

　つて母砦の片理を切るものがあること，等の点から鉱床の固結は結晶片岩形成過程中

　で・そのほとんざの部分の固結後までも続いたと剣断せられるσ

　　しかし鉱床の主要部会は麟の牌面1こほぽ・副し檎床もそれぞ姪体と・しでの

　層準はほぽ一定し，かつ膨縮をもつて母岩とをもに相当複雑な小微摺曲構造もなしてい

　ること・鉱宋は小摺曲部と無関係とはいえないが，相当激しい小摺曲部にも存在している

　こと・また富鉱体の母岩は特別に線泥石化作用とか勢断運動を強くうけた所とは限らな

　いこと・鉱体の落しは母岩の1ineation（摺曲軸）とほぽ一致していること，等の点から

　鉱位体（液）は大体片理（S1）の形成された峰期，おそらく摺曲構造を形成した時期には

　現置をほぼ占めていたのではないかと剣断される。少なくとも結晶片砦形成（槽曲）よ

　り完全に後に生成されたとは考えられない。

　結局鉱宋の位置については，現在の知識では，わずかにその輪廓がわかりはじゆた程度

で・量のひとつひとつの鉢床形成の位置についての必然性も，鉱床の大きさを規定する条

件もまだ理解するにいたつていない。

Ix　後 書

　白滝横臥摺曲・中七番背斜・衝上帯等の地質構造と原岩層序・変成作用・蛇紋砦類・鉱

床を相互の関連のもとに述べてき7：　6これらの現象は相互の随伴関係から直ちにその成因

を述べることはできないが，相互に切りはなせない密接な関係にあることは確かであろう。

　次の段階の仕事としては，まつ白滝横臥摺曲構造の全貌を予察的にも知る必要がある。

また三縄緑色片署層の性質の変化を点紋帯からはなれて，中七番背斜の南側へまでたぎる

必要がある。かかる大構造把握の上で，・小単位の地質現象の意義も，変成作用も；鉱床形

成の位置も・点紋帯形成の原因についてもより明確となるであろう。　　　　　　‘

　この地区での鉱床群形成のzoneについてばある程度の知識をうることはできたが，ぴ

とつひとつの鉱床の位置や大きさを規定する主要な要因については，・なお，研究の余地を

多く残している。それには中単位，小単位め立体的構造解析と，変成史の解析が必要であ

る・その過程に鎌形成の必然的位9rb　；＄1J明鯵と期待している。

　線色片岩の原岩については・これと同一層準の不変成層に追跡できれば｝地域による岩

1）鉱休の主要部分は一般に小（微）摺曲の軸面やその他節理等の割目を利用して形成されていない。

“・・ネコミ”型鉱体や鉱染状部の一部などの1ater　stageみものは特別である。
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相の差はあつても最も望ましいことで，三縄層を御荷鉾帯の南側の不変成帯t：：まで追跡す

ることは，将来の大切な仕事の一らである。

　ひとつひとつの現象は，変成帯としての共通性ど特性とをもつており，各単位の現象に

対して，個別的な観察と成因論を出すのではなしに，現象の確実な認識ど現象間の銘然的

関係を出したいと念願している。
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第2図 高知県白滝鉱山付近地質図（原図5000分の1）（1954秀）
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（真紋聯中マ・1議砂）岩片岩を含むノ

圭に砂岩片岩よりなδ岩暑
主に石其片岩よりな3岩層

1

主に緑色片岩よりなる岩層

E

主に角閃后頻よツ忽る岩層
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朝谷（金沢）・Eと記した付近の塞白部は本文皿慰序中に記述した中七番背斜北翼部層準⑨の黒色片岩暦である。また富郷坑・谷坑通洞・源坑通洞と記した付近の岩暦は白滝横臥摺曲部層準①である。

蛇紋岩類・鉱床の露頭・特殊な岩不1の産地・lineatioニュの大部分・点紋帯と無点紋帯との境界線等の記入は省略した。断面図は第3図に示した・
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第3図　高知県白滝鉱山付近地質断面図　（原図5000分の1）（1954秀）
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1・A－B圏面図は源坑逓洞の入口と1経端を述ねている。

　地表では野地怪のすぐ西から白滝鉱山事務所・白滝郵矩局付近を通る。白滝麺（膨縮のあ

　る曲線で誇張して示した）直下の室白部（点線との間）は白滝第一角閃岩居の一一部でま，る。

2・D－E断面図は白滝坑を切り、A－B断面に平行である。白滝鎚直ドの室臼部（∴1帽1との

　間）は白滝第一角閃岩暦の一部である。白滝樋以外の鉱床・まこの「析面上での存在を確めら

　れていないが、断面上に延長しその位置を太い線ないし太い点纏で誇振Lて示した。


